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勇壮果敢に　「的」の奪い合い勇壮果敢に　「的」の奪い合い

　１月15日、破魔弓祭「的ばかい」が四王子神社境内
などで開催されました。「的ばかい」は、約840年前、
洲崎神社（大明神）から移された同神社のご神体を乗
せた円座をお守りにしようと氏子たちが奪い合った
のが始まりといわれています。この日は、約150人
の締込み姿の男たちが、「的、的」という大きな掛け
声を上げながら、わらと麻で円座を模

かたど

った「的」を激
しく奪い合いました。会場は、男たちの姿を一目見よ
うと多くの観光客で賑わっていました。

約840年の伝統行事　破魔弓祭「的ばかい」
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特　集

今
を
頑
張
り　

明
日
の
長
洲
を
み
ん
な
で
創
ろ
う
！

第
三
次
長
洲
町
行
財
政
改
革

■
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
コ
ス

ト
意
識
に
立
っ
た
行
政
経
営
を
行
い

ま
す
。

■
思
い
切
っ
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や

人
件
費
等
の
削
減
を
行
い
ま
す
。

■
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
行

政
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

■
全
庁
的
体
制
で
の
総
合
的
な
行
財
政

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

改
革
の
ポ
イ
ン
ト

【
行
政
改
革
】

①
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

・
役
場
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し

②
職
員
の
能
力
開
発
と
意
識
改
革

　

・
職
員
の
意
識
改
革

　

・
職
員
研
修

行
財
政
改
革
の
主
な
内
容

③
行
政
の
情
報
化
等
の
推
進

　

・
戸
籍
事
務
の
電
算
化

　

・
さ
わ
や
か
応
接
運
動
の
実
施

④
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

　

・
情
報
公
開
制
度
の
推
進

　

・
個
人
情
報
の
保
護

⑤
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導

入
（
※
注
１
）

　

・
出
前
講
座
の
実
施

【
財
政
改
革
】

①
事
務
事
業
の
見
直
し

　

・
補
助
金
の
見
直
し

　

・
前
納
報
奨
金
の
見
直
し

②
定
員
管
理
の
適
正
化

　

・
職
員
定
数
等
の
見
直
し

　

・
給
与
等
の
見
直
し

③
財
政
の
健
全
化

　

・
全
庁
的
な
徴
収
体
制
の
整
備

　

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

④
行
政
事
務
の
適
正
な
外
部
委
託

　

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

・
公
共
施
設
の
開
館
日
等
の
見
直
し

（※注１）パブリックコメント制度…町が重要な計画などを決める時、原案を住民に公表し、
住民の意見を求め計画に反映させる制度です。

■
財
政
健
全
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

　

町
で
は
、
町
長
な
ど
４
役
を
は
じ
め
、
議

員
や
職
員
の
給
与
の
削
減
、
議
員
定
数
の
削

減
、
職
員
数
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
、
事
務
事
業
や
補
助
金
の
見
直
し
に
よ
る

削
減
、
町
税
な
ど
の
確
保
や
受
益
者
負
担
の

適
正
化
に
よ
る
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

な
ど
、
歳
出
、
歳
入
の
両
面
に
わ
た
り
具
体

的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
長
洲
町
の
財
政
の
見
通
し

〔
歳
入
（
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
）〕

　

町
の
基
幹
的
歳
入
で
あ
る
地
方
税
は
、
依

然
と
し
て
景
気
の
先
行
き
が
不
安
定
な
状
況

に
あ
り
、
増
加
が
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」

の
も
と
、
国
庫
補
助
金
・
負
担
金
の
廃
止
、

税
源
移
譲
並
び
に
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、

油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
く
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
し
ば
ら
く
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

■人件費の削減
削減内容 削減効果額

町長等４役の給与 10％削減

約３億円
町議会議員の報酬 3.1％削減
議員定数の４名削減
職員給与等の５％削減
職員数を平成 21年度までに９人削減

■事務事業や補助金の見直し、繰出金の抑制
見直し内容 削減効果額

事務事業の見直しや各種団体へ
の補助金の適正化を図ります。

約５億 1,000 万円
効率的・効果的な事業実施を行い、
投資的経費を抑制します。
物件費の削減や特別会計への繰
出金の抑制を図ります。

■町税などの確保、使用料・手数料の見直し
見直し内容 改定効果額

町税等の確保及び収納率の向上
に取り組みます。

約１億 1,000 万円

健康福祉センター、総合スポー
ツセンター等の施設使用料が改
定となります。
し尿汲取り料金、下水道料金等
が改定となります。
保育料金が改定となります。

〔
歳
出
（
町
が
支
出
す
る
お
金
）〕

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
削
減
、
各

種
手
当
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
人
件
費
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。

　

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
高
齢
化
を

背
景
と
し
た
老
人
医
療
費
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、
今
後
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
の
伴

わ
な
い
起
債
の
抑
制
に
取
り
組
む
な
ど
工
夫

し
、
そ
の
減
少
化
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
他
会
計
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
、
多

額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
水
洗
化
の
促
進
と
共
に
料
金
改
定
を

行
い
繰
出
金
の
抑
制
化
を
進
め
ま
す
。
こ
の

他
、
医
療
３
特
別
会
計
（
国
保
、
老
人
、
介
護
）

に
お
い
て
も
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
健

全
化
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
歳
出
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
ニ

ー
ズ
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中

区分 H17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21 計 (H17 ～ H21)

歳
入

地方税 2,046 1,862 1,877 1,890 1,842 9,517
地方交付税 1,702 1,878 1,870 2,006 1,963 9,419
地方譲与税・交付金 434 435 435 435 435 2,174
国・県支出金 375 332 442 333 332 1,814
地方債 183 91 350 166 135 925
その他 1,088 302 279 295 272 2,236
合計 5,828 4,900 5,253 5,125 4,979 26,085

歳
出

人件費 1,205 1,187 1,171 1,160 1,138 5,861
扶助費 454 423 412 403 393 2,085
公債費 664 614 620 626 607 3,131
繰出金 1,291 1,256 1,195 1,438 1,364 6,544
投資的経費 216 120 574 214 166 1,290
その他の経費 1,998 1,300 1,281 1,284 1,311 7,174
合計 5,828 4,900 5,253 5,125 4,979 26,085

単年度収支 0 0 0 0 0 0

　

経
済
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少
、
社
会
基
盤
整
備
へ
の
投
資
に
よ
る
公
債
費
の

増
加
な
ど
に
起
因
し
た
町
財
政
の
逼
迫
に
対
し
、
町
で
は
、
平
成
17
年
度
を
〝
行
革

元
年
〞
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
「
効
率
的
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
・
財
源
づ
く
り
」
と
し
て
、
全
庁
的
体
制
の
も
と
、
歳
入
・
歳
出
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
改
革
に
つ
い
て
、
昨
年
秋
に
実
施
し
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い
町
政
懇

談
会
」
で
の
説
明
資
料
を
も
と
に
、
昨
年
12
月
の
定
例
議
会
で
の
審
議
結
果
を
踏
ま

え
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
も
、
道
路
整
備
等
の
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
は
、
緊
急
性
、
安
全
性
を
優
先
に
事
業
内

容
を
十
分
検
証
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

■
新
財
政
計
画
（
平
成
17
年
度
〜
平
成
21
年
度
）

　

限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
の
行
政
効
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
携
わ
る
職
員

の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、

職
員
研
修
を
通
し
た
意
識
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
又
、
意
識
改
革
に
よ
る
各
種

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
に
よ
り
、
今
後
一
層
進
め
て
行
き
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（単位：百万円）
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■
平
成
18
年
４
月
か
ら
使
用
料
・
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
第
三
次
長
洲
町
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
各
種
公
共
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
や
運
営
を
行
う
た
め
、
公
共

施
設
の
使
用
料
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
手
数

料
の
見
直
し
の
検
討
を
行
い
、
住
民
の
皆

さ
ん
や
議
会
か
ら
も
意
見
や
要
望
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
も
「
議
会
改
革
並
び
に

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
議
論
を
重
ね
、
昨
年
12
月
の
定
例

議
会
に
お
い
て
使
用
料
・
手
数
料
の
条
例

改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
正
と
な
る
公
共
施
設
の
使
用

料
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
手
数
料
、
ま
た
、

併
せ
て
施
設
の
利
用
時
間
・
開
館
日
な
ど

の
見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

下
表
の
と
お
り
、施
設
の
収
入（
Ａ
）は
、

全
維
持
管
理
費
（
Ｂ
）
の
お
よ
そ
１
／
４

し
か
な
く
、
そ
の
不
足
分
は
、
税
金
か
ら

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
受

益
者
負
担
（
※
注
２
）
の
観
点
か
ら
、
施

設
の
光
熱
水
費
分
程
度
を
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
現
行
料
金
の
２
倍
を
上
限
に
使
用
料

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

使
用
料
の
な
ど
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

（
※
注
２
）
受
益
者
負
担
…
公
共
施
設
の
利
用
者

が
そ
の
使
用
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
便

益
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
利
用
者
が
そ
れ
相

応
の
応
分
の
負
担
を
行
う
こ
と
。

■各公共施設における維持管理費等（平成16年度実績）

区分 収入
（Ａ）

全維持管理費
（Ｂ）

（Ｂ）のうち
光熱水費

差額
（Ｂ）－（Ａ）

長洲町町民研修センター 619,950 6,124,757 1,037,350 5,504,807
長洲共同福祉施設 1,093,700 8,156,345 2,484,588 7,062,645
長洲町文化センター 68,600 159,174 ( 上記に含む ) 90,574
長洲町健康福祉センター 6,800,500 21,841,000 7,432,000 15,040,500
長洲町地域福祉センター 1,068,510 17,940,000 5,990,000 16,871,490
長洲町総合スポーツセンター 9,878,100 24,556,371 17,057,935 14,678,271
金魚と鯉の郷広場・金魚の館 4,081,400 13,165,000 4,189,000 9,083,600
長洲町火葬場 1,648,000 11,671,909 2,546,219 10,023,909
長洲町長洲霊堂 69,600 107,187 26,505 37,587

合　計 25,328,360 103,721,743 40,763,597 78,393,383

〔長洲町健康福祉センター〕
■休館日　毎月第３水曜日（全館）
■入館料

区分 町内者 町外者
回数券（12枚）
町内者 町外者

大人（高校生以上） 150 円 300 円 1,500 円 3,000 円
小人（中学生以下） 100 円 200 円 1,000 円 2,000 円

■問い合せ　福祉課（内線１８２）

〔長洲町地域福祉センター〕
■休館日　毎週日曜日
■入館料

区分 町内者 町外者
回数券（12枚）
町内者 町外者

大人（高校生以上） 150 円 300 円 1,500 円 3,000 円
小人（中学生以下） 100 円 200 円 1,000 円 2,000 円

■部屋占用料（１時間当たり）
区分 町内者 町外者

作業室 600円 1,200 円
第 1研修室 800 円 1,600 円
第 2研修室 800 円 1,600 円
調理実習室 1,600 円 3,200 円
大広間 1,600 円 3,200 円

※使用時間の 1時間未満は 1時間となります。
■問い合せ　福祉課（内線１８２）

〔ごみ処理〕
■手数料（一般家庭）

一般家庭ごみ
指定ごみ袋（大）　１枚 25円
指定ごみ袋（小）　１枚 15円

粗大ごみ 粗大ごみシール　１枚 500円

※乾電池は市販の透明袋でも
　可。
※粗大ごみは１件当たり１枚
　のシールを貼り付けてくだ
　さい。

〔長洲町町民研修センター〕
■休館日　毎週水曜日
■使用料（１時間当たり）

区分 町内者 町外者
教養室 200 円 400 円
健康管理室 200 円 400 円
研修室 200 円 400 円
会議室 400 円 800 円
大研修室 2,000 円 4,000 円

※使用時間の１時間未満は
　１時間となります。

〔長洲町中央公民館（長洲共同福祉施設）〕
■使用料（１時間当たり）

区分 町内者 町外者
研修室 200円 300 円
会議室 200 円 300 円
教養文化室 300円 450 円
視聴覚室 400円 600 円
集会室 400 円 600 円
トレーニング室 600 円 900 円

※使用時間の１時間未満は
　１時間となります。

〔長洲町ふれあいセンター
（長洲町文化センター）〕

■開館時間　午前９時～午後 10時
■使用料（１時間当たり）
区分 町内者 町外者
和室 200円 300 円

※使用時間の１時間未満は
　１時間となります。

〔金魚と鯉の郷広場〕
■金魚の館入館料

区分 個人 団体
幼児 無料 無料
小人（小中学生） 150 円 100 円
大人（高校生以上） 400 円 300 円

※団体は 20人以上です。

〔ながす未来館〕
■長洲町図書館の閉館時間の変更
　平成 18 年４月１日より、
長洲町図書館の土、日、祝祭
日の閉館時間が午後５時から
午後６時となります。（１時
間利用時間が長くなります。）

〈使用料・手数料、開館時間などが変わります〉

〈使用料・手数料、開館時間などが変わります〉

■問い合せ
　企画財政課（内線２２２）

■問い合せ
　生涯学習課（内線３１４）

■問い合せ
　福祉課（内線１８１）

■問い合せ
　産業振興課（内線２６２）

■問い合せ　ながす未来館
　（  69 ２００５）

■問い合せ
　住民環境課（内線１３１）

（単位：円）
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〈使用料・手数料、開館時間などが変わります〉

〈使用料・手数料、開館時間などが変わります〉

（トレーニング室）
■使用料

区分
１人１回につき 回数券（12枚綴）
町内者 町外者 町内者 町外者

中高校生 100円 200 円 1,000 円 2,000 円
一般 150 円 300 円 1,500 円 3,000 円

※１回の使用時間は２時間以内とし、超え
　た場合は１時間相当額が加算されます。

（弓道場）
■使用料

区分
１人１回につき 定期１人１ヵ月
町内者 町外者 町内者 町外者

高校生以下 100円 200 円 1,000 円 2,000 円
一般 200 円 400 円 2,000 円 4,000 円

占
用
使
用

時間 午前９時～
午後１時

午後１時～
午後５時

午後５時～
午後 10時

超過料金
（１時間当たり）

町内者 4,000 円 4,000 円 6,000 円 1,000 円
町外者 8,000 円 8,000 円 12,000 円 2,000 円

※１回の使用時間は２時間以内とし、超えた場合は１
　時間相当額が加算されます。

（テニスコート）
■使用料（１時間当たり）

区分
高校生以下 一般

町内者 町外者 町内者 町外者
一面使用料 200 円 400 円 300 円 600 円
照明使用料 300 円 600 円 300 円 600 円

※使用時間の１時間未満は 1時間となります。
※個人単位での使用料はなくなります。

（室内温水プール）
■使用料

区分 町内者 町外者
回数券（12枚綴）
町内者 町外者

一般 300円 450 円 3,000 円 4,500 円
中高校生 200 円 350 円 2,000 円 3,500 円
小学生以下 150円 250 円 1,500 円 2,500 円

※１回の使用時間は２時間以内とし、超え
　た場合は１時間相当額が加算されます。

〔長洲町総合スポーツセンター〕
（総合グラウンド）
■使用料（１時間当たり）

区分
照明を使用しない場合 照明を使用する場合
町内者 町外者 町内者 町外者

野球場 無料 600円 3,000 円 4,000 円
ソフトボール場 無料 600円 2,500 円 3,500 円

※使用時間の１時間未満は１時間となります。
（Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館）
■使用料（１時間当たり）

区分
体育館 武道場 会議室

全面 半面 １／４ 全面 半面 冷暖房使用時のみ
町内者 400 円 200 円 100 円 200 円 100 円 200 円
町外者 800 円 400 円 200 円 400 円 200 円 400 円
照明
使用料

町内者 500 円 300 円 150 円 300 円 150 円 －
町外者 1,000 円 600 円 300 円 600 円 300 円 －

※使用時間の１時間未満は１時間となります。

（Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫）
■使用料（１時間当たり）

区分
高校生以下 一般

町内者 町外者 町内者 町外者
カヌー・ＯＰヨット
セールボート

200円 400 円 400 円 800 円

ＢＧカッター・12Ｆヨット
ダブルスカル・ローボード

400円 800 円 800 円 1,600 円

※使用時間の１時間未満は１時間となります。

ふれあい町政懇談会での主な意見
　昨年の 11月 11日から 18日までの１
週間にわたり、町では、行財政改革と
ごみの分別方法をテーマに、「ふれあい
町政懇談会」を、町内４校区を会場と
して行いました。４会場には、378 人
の住民の皆さんが出席され、その内 24
人の住民の方々が意見や質疑を行われ
ました。
　ここでは、その主なものを紹介しま
す。

（長洲校区）
・ダンボールや新聞紙等の資源ごみ回
収には柔軟に対応して欲しい。

・前納報奨金制度は、廃止しないで欲
しい。

・税金の滞納徴収については、もっと力
を入れて取り組んで欲しい。

・長洲小学校の工事に関して、十分な
対応をして欲しい。

・固定資産税の通知等について、省略
できるならそうしてもいい。

（清里校区）
・清里小学校の学童保育を早期に実施
して欲しい。

・資源ごみ回収の奨励金廃止は、検討
して欲しい。

・町職員数の削減計画はどのような内容
か。

・空きビンの回収に、コンテナ方式を検
討して欲しい。

・使用料の値下げも、行財政改革では
ないか。

（六栄校区）
・下水道事業における低利率起債への
借り換えも検討すべきでは。

・町債の発行といったことは検討できな
いか。

・情報公開として、予定価格等の公表
はできないか。

・新しいごみ処理施設の安全性、耐用
年数はどうなっているか。

・資源ごみの回収は、不案内であり十
分に周知して欲しい。

（腹赤校区）
・アスベストを含む長洲町体育館の解
体計画はどうなっているか。

・温水プールについて、冬季の割引料
金を検討してはどうか。

・ゴミのコンテナ方式も検討して欲し
い。

・駅前駐車場の有料化の検討はどうな
っているか。

・町内のチビッコ広場、公園の維持管
理については、地元区での管理を公
平に措置して欲しい。

〔長洲町火葬場〕
■使用料

区分 単位 町内 町外

火
葬

15 歳以上
１体

12,000 円 59,000 円
15 歳未満 8,000 円 44,000 円
死産児 4,000 円 30,000 円
改葬骨 １火葬 4,000 円 24,000 円

霊安室

１回
（24時間）

2,000 円 15,000 円

超過時間
（１時間当たり）

200 円 700 円

告別式、待合室、待合ホール
※通夜使用のみで、午後５
時から翌日の火葬終了まで

１回 20,000 円 －

〔長洲町長洲霊堂〕
■管理料
　年間 2,400 円

〔し尿汲み取り〕
■手数料　１リットル当たり12.6 円 ( 消費税含む）

〔公共下水道・浄化槽〕
■改定内容　基本使用料を現行の２段階制（０～６㎥、７～ 10㎥）
から１段階制（０～６㎥）へ改定し、10㎥以上の使用について
は概ね現行料金の 20％の増加となります。
■料金試算　一般的な
平均世帯（月 20 ㎥
使用）で試算すると、
現行では月額 2,730
円ですが、改定後は
3,270 円となり、月額
540 円の負担増とな
ります。

〔前納報奨金制度と固定資産税の納期が変わります〕
項　目 対象税 変更内容

前納報奨
金制度

個人住民税
固定資産税

　平成18年度は、平成17年度までの報奨金額の約
２分の１になり、平成19年度から廃止になります。
（例）年税額が 60,500 円の固定資産税を１期を納
付するとき一括納付した場合、今まで報奨金額は
2,850円でしたが、平成18年度は1,420円となります。

納期月の
変更

固定資産税
　平成17年度までは納期月が４月・８月・12月・
２月となっていましたが、平成 18年度から５月・
９月・12月・２月となります。

■問い合せ　長洲町総合スポーツセンター　（  78 ４７７７）

■問い合せ　住民環境課（内線１３１）

■問い合せ　住民環境課（内線１３１） ■問い合せ　住民環境課（内線１３１）

■問い合せ　上下水道課　（  78 ３５１５）

■問い合せ　税務課（内線１５３）
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１
月
９
日
、
な
が
す
未
来
館
文
化

ホ
ー
ル
で
「
平
成
18
年
長
洲
町
成
人

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
内
は
、
色
と
り
ど
り

の
華
や
か
な
衣
装
で
身
を
包
ん
だ
新

成
人
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
厳

げ
ん
し
ゅ
く

粛
な

雰
囲
気
の
中
で
晴
れ
て
成
人
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
人
者
を
代
表
し
て
意
見
発
表

成
人
者
を
代
表
し
て
意
見
発
表

　

式
典
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
抱
負
な
ど
の
意
見
発
表
を
次

の
４
人
の
方
が
行
い
ま
し
た
。

池
島　

直
貴
さ
ん　
　

（
大
明
神
）

　

長
洲
中
学
校
を
卒
業
し
、
同
級
生

の
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
歩
み

始
め
て
か
ら
５
年
の
年
月
が
経
ち
ま

し
た
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
５
年
間

は
、
非
常
に
長
く
、
待
ち
遠
し
い
も

の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
日
は
成
人
式
と
い
う
事
で
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
こ
う
し
て
懐
か
し
い

面
々
と
再
会
し
、
各
々
の
５
年
間
を

お
酒
と
一
緒
に
酌
み
交
わ
す
事
が
出

来
る
と
思
う
と
、
今
後
の
時
間
を
期

待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
又
、

人
に
よ
っ
て
は
、
一
晩
中
飲
み
明
か

す
方
や
喫
煙
を
楽
し
む
方
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
選
挙
に

足
を
運
び
、
長
洲
町
の
運
営
に
よ
り

深
く
関
わ
る
事
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

私
達
は
晴
れ
て
成
人
と
な
っ
て
、
そ

う
い
っ
た
自
由
を
法
的
に
許
さ
れ
る

権
利
を
獲
得
す
る
事
が
出
来
た
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
高
専
時
代
の
５

年
間
と
い
う
の
は
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン

と
共
に
あ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン
と
は
、
毎
年
発

表
さ
れ
る
あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
に
対

し
て
、
各
高
専
が
造
り
上
げ
た
ロ
ボ

ッ
ト
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
力

と
技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
私
は
３
年
生
の
時

か
ら
、
そ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
頭
脳

に
当
た
る
部
分
を
作
る
、
制
御
班
な

る
パ
ー
ト
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
５
年
生
で
そ
の
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
る
様
に
な
っ
て
痛
感

し
た
事
が
、
責
任
と
い
う
も
の
の
重

さ
で
し
た
。

　

ロ
ボ
コ
ン
は
基
本
的
に
、
部
品
の

発
注
か
ら
設
計
、
製
作
に
至
る
ま
で
、

全
て
学
生
達
の
手
に
よ
っ
て
成
さ
れ

て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
も
な
る
と
、

そ
れ
ら
の
工
程
全
て
に
気
を
配
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は

地
元
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
周
囲

の
期
待
も
大
き
い
も
の
で
、
一
時
は

体
調
を
崩
す
程
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
近
年
に

は
な
か
っ
た
良
い
成
績
を
残
し
、
な

ん
と
か
責
任
を
完
遂
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
の
責
任
の
重
さ
と
い
う
の
は
、

社
会
に
出
れ
ば
な
お
の
事
大
き
く
な

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
社

会
的
責
任
の
例
と
し
て
、
成
人
に
な

れ
ば
、
就
職
を
し
て
い
る
方
々
は
年

金
の
納
付
と
い
う
義
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
支
持

を
し
て
下
さ
っ
た
、
両
親
を
始
め
多

く
の
方
々
の
た
め
に
負
う
責
任
だ
と

い
え
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
人
に
よ

っ
て
は
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
、
育

児
に
対
す
る
責
任
等
を
負
っ
て
い
る

方
々
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
責
任
感
も
、
私
達
新

成
人
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
で
達
成
感

に
昇
華
さ
せ
る
事
が
出
来
て
い
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
も
よ
り

素
敵
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は

思
い
ま
す
。

　

私
は
今
後
大
学
へ
編
入
し
、
自
分

な
り
の
ペ
ー
ス
で
勉
学
に
励
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

大
学
が
近
い
せ
い
も
あ
り
、
ま
だ
親

元
を
離
れ
て
暮
ら
す
と
い
っ
た
事
を

経
験
し
て
お
ら
ず
、
両
親
の
あ
り
が

た
み
を
身
に
染
み
て
感
じ
る
機
会
も
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
中
々
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
成
人
と
な
っ
た
か
ら
に

は
、私
な
り
の
「
責
任
」
を
果
た
し
「
自

由
」
を
謳お

う
か歌

し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で

私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
両
親
を
始
め

全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
明
日
か
ら
ま
た
一
日
一

日
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

▲代表誓詞を行う堀幸輔さん（鷲巣）

◀
代
表
し
て
成
人
証
を
受
け
る

　

中
嶋
佑
輝
さ
ん
（
宮
ノ
町
）

黒
田　

侑
香
さ
ん　
　

（
梅　

田
）

　

こ
う
し
て
今
日
、
私
達
は
、
両
親

を
は
じ
め
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々

た
く
さ
ん
の
方
に
あ
た
た
か
く
み
ま

も
ら
れ
、
成
人
の
日
を
迎
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
周
り
の
皆
様
の
支
え

の
お
か
げ
で
人
間
と
し
て
大
き
く
成

長
す
る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
現
在
に
至
る
ま
で
に
色
々

な
方
に
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
見
捨
て
ず
し
っ

か
り
と
育
て
て
き
て
く
れ
た
両
親
に

は
一
番
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
今

年
、
最
後
の
学
生
生
活
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、〝
こ
れ
だ
〞
と
は

っ
き
り
つ
か
ん
だ
も
の
が
な
い
様
な

気
が
し
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る
人
の

中
で
、
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
人
、
ま
た
な
り
た
か
っ

た
と
い
う
夢
を
実
現
で
き
て
い
る
人
、

夢
が
ま
だ
見
あ
た
ら
な
い
人
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
成
人
者
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
人
間
と
し
て
人
生
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
自
身
の

生
き
て
い
く
べ
き
道
を
歩
み
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
東
京
に
本
社
の
あ
る
会
社
に

就
職
が
決
ま
り
、
春
か
ら
一
人
で
新

し
い
地
へ
旅
立
ち
ま
す
。
今
ま
で
、

親
に
頼
り
き
り
の
生
活
を
し
て
き
た

た
め
、
不
安
に
思
う
事
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
自
分
で
選
ん
だ
道
で
す
し
、

多
く
の
方
々
と
接
し
て
視
野
を
広
げ
、

更
に
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
の
友
達
も
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
上
京
し
て
い
る

人
、
留
学
す
る
人
、
不
安
を
も
ち
な

が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
道
を
歩

み
な
が
ら
、
違
う
地
で
成
長
し
て
い

き
、
再
会
で
き
た
時
に
自
信
を
も
っ

て
、
胸
を
は
っ
て
自
分
の
し
て
い
る

事
を
話
す
事
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
今
は
、
親

元
を
離
れ
一
人
で
生
活
す
る
と
い
う

実
感
が
わ
か
な
い
の
で
す
が
、
今
ま

で
迷
惑
を
か
け
て
き
た
ぶ
ん
、
周
り

の
方
に
は
な
る
べ
く
心
配
を
か
け
ず
、

安
心
し
て
私
を
見
守
っ
て
も
ら
え
る

様
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
も
知
ら
な
い
未
知
の
世

界
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
の
で
、
た
く

さ
ん
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
一
人
で
も
乗
り
越
え
て

い
け
る
様
に
な
る
の
が
こ
れ
か
ら
の

私
の
課
題
で
す
。
そ
し
て
、
強
く
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

出
会
い
を
大
切
に
し
、
人
の
暖
か
さ

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
人
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
私
が
出
会
っ
て
き
た
人
々
は
、
私

の
中
で
と
て
も
大
き
な
存
在
で
す
。

上
京
し
て
今
日
、
長
洲
町
の
成
人
式

に
こ
れ
な
か
っ
た
友
達
、
中
学
校
か

ら
何
で
も
言
い
あ
え
た
友
達
、
い
つ

も
私
に
腹
を
立
て
て
い
て
も
、
心
配

し
て
気
づ
か
っ
て
く
れ
る
両
親
、
勉

学
も
社
会
の
事
も
厳
し
く
指
導
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
、
優
し
く
挨
拶
を

し
て
下
さ
る
地
域
の
方
々
、
こ
の
全

て
の
人
々
が
今
の
私
に
と
っ
て
大
切

な
人
で
す
。
こ
の
長
洲
町
と
い
う
恵

ま
れ
た
環
境
で
育
て
た
事
、
た
く
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
人
と
出
会
え
た
事

が
私
の
自
慢
で
き
る
大
き
な
財
産
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
人
達
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

出
会
い
も
大
切
に
し
て
自
分
を
高
め
、

大
切
な
人
…
宝
に
誇
り
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
が

成
人
す
る
こ
の
良
き
日
を
お
祝
い
し

て
下
さ
っ
た
皆
様
方
に
感
謝
し
、
こ

西
本　
　

有
さ
ん　
　

（
古　

城
）

　

こ
の
長
い
よ
う
で
短
い
20
年
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
、
多
種
多

様
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
20
年

間
の
人
生
の
中
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、
保
育
園
の
年
長
の
と
き
母
親
が
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
母
が
な

く
な
っ
た
後
、
数
年
間
は
祖
母
が
母
親

代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
自
分
が
小
学
校
中
学
年
に
な
る
こ

ろ
に
は
父
と
自
分
と
妹
の
３
人
で
『
自

分
で
や
れ
る
こ
と
は
自
分
で
』
と
い
っ

た
よ
う
な
役
割
分
担
を
し
て
暮
ら
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
家
族
３
人

で
自
分
と
妹
は
学
校
に
行
き
、
父
は
仕

事
に
行
き
、
ど
う
し
て
も
近
所
の
人
や

周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、

近
所
の
人
た
ち
や
周
り
の
人
た
ち
は

嫌
な
顔
せ
ず
に
自
分
と
向
き
合
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
に
と
っ

て
一
番
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
の
は
、

今
こ
の
場
に
い
る
友
達
た
ち
で
す
。
喧

れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

～今年は284人が成人の仲間入り～～今年は284人が成人の仲間入り～
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嘩
し
た
り
も
し
た
け
れ
ど
、
一
緒
に
笑

い
一
緒
に
泣
き
本
音
で
話
す
こ
と
の
で

き
る
友
達
が
い
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
自

分
が
こ
の
20
年
間
を
生
き
て
き
た
大

き
な
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
20
年
間
を
楽
し
く
過
ご
し
て
こ
れ

た
の
も
、
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
っ
て

い
ろ
ん
な
別
れ
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
、
今
自
信
を
持
っ
て
友
達
を

宝
物
だ
と
い
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
い
ろ
ん
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
家
族
や
周
り
の
人
の
支

え
や
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
お
も

い
ま
す
。
今
日
と
い
う
こ
の
日
に
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
自
分
は
保
育
士
と
い
う

仕
事
を
目
指
し
熊
本
市
内
の
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
専
門
学
校
を
卒

業
し
保
育
士
の
免
許
を
取
得
し
た
ら
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
長
洲
町

で
次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
長

洲
町
の
人
々
と
と
も
に
大
き
く
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
行
い
で
、
長
洲
町
を
も
っ
と

も
っ
と
住
み
や
す
い
良
い
町
に
し
て
い

け
れ
ば
、
自
分
を
20
年
間
育
て
て
く

れ
て
き
た
人
た
ち
や
長
洲
町
に
恩
返

し
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
、
自
分
を
大
き
く
し
て
く

れ
た
人
た
ち
に
立
派
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
成
人

と
い
う
自
覚
を
し
っ
か
り
持
ち
、
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
で
意
見
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

塚
本　

紘
美
さ
ん　
　

（
向
野
北
）

　

は
じ
め
に
、
本
日
私
た
ち
が
晴
れ

て
こ
こ
で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
も
、
温
か
い
愛
情
で
育

て
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、

様
々
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
先
生

方
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

思
え
ば
私
が
こ
こ
長
洲
に
引
っ
越
し

て
き
た
の
は
、
８
年
前
の
小
学
校
六
年

生
に
な
る
春
の
こ
と
で
し
た
。
大
き
な

環
境
の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
友
人
、
先
生
方
、

環
境
に
恵
ま
れ
、
こ
こ
長
洲
で
素
晴
ら

し
い
小
、
中
学
生
時
代
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
私
の
地
元

は
、
長
洲
以
外
考
え
ら
れ
ず
、
た
く

さ
ん
の
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
出
会

え
た
長
洲
を
と
て
も
大
切
に
思
い
ま

す
。
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
約
５
年

が
経
ち
今
、
こ
こ
か
ら
皆
の
顔
を
見
渡

し
ま
す
と
、
社
会
人
、
学
生
、
ま
た
結

婚
を
し
、
親
に
な
っ
た
人
な
ど
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
様
々
な
人
生
を
自
分
ら
し
く

堂
々
と
歩
ん
で
い
っ
て
い
る
も
の
と
確

信
す
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

私
は
今
、
八
代
に
あ
る
看
護
学
校
に

通
っ
て
お
り
、
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
恥
ず
か
し
い
話
で

す
が
、
親
元
を
離
れ
て
み
て
初
め
て
親

の
有
難
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
ま
で
自
分
が
い
か
に
幼
く
わ

が
ま
ま
で
あ
っ
た
か
反
省
す
る
こ
と
が

で
き
、
両
親
の
愛
情
の
深
さ
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
い
つ
か
私
が
親
に
な
る
時

に
は
、
両
親
を
手
本
に
し
て
子
育
て
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
看
護
師
に
な
る
こ
と
が

夢
で
、
現
在
看
護
学
校
に
通
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
実
習
に
行
き
ま
す
と
、

様
々
な
患
者
様
に
出
会
い
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ば
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
患
者
様
は
、
程
度
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
心
身
の
健
康
を
病
ん
で

い
る
方
々
で
す
。
そ
ん
な
患
者
様
と
接

す
る
中
で
、
改
め
て
健
康
で
あ
る
有
難

さ
に
気
付
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
が
心

身
共
に
健
康
で
あ
り
ま
す
の
も
、
両
親

や
周
り
の
友
人
、
私
を
支
え
育
て
て
く

れ
た
全
て
の
人
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
健
康
と
は
、
自
分
の
持
て

る
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
生
き
る

こ
と
と
、
看
護
を
学
ん
で
い
く
中
で
知

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
持
て
る
力
を
最

大
限
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
の

持
っ
て
い
る
力
の
出
し
惜
し
み
は
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
成
人
を
迎
え

た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
長

い
人
生
が
あ
り
ま
す
。
未
来
に
は
明
る

い
希
望
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
未
来
を
左
右
す
る
の

は
自
分
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
持
て
る

力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
健
康
な
心

身
で
自
ら
未
来
を
明
る
い
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
時
に
は
頑
張
る
こ
と
が
辛
く
な

り
、
心
の
健
康
が
保
て
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、
一
人
で

無
理
を
す
る
の
で
は
な
く
、
今
周
り
に

い
る
仲
間
に
頼
り
、
心
の
健
康
を
取
り

戻
し
て
下
さ
い
。

　

私
た
ち
は
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
と
共
に
責
任
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
忘
れ
ず

日
々
生
活
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
者
と
し
て
日
々
努
力
精
進
し
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～ご成人、おめでとうございます～～ご成人、おめでとうございます～ 新成人者名簿新成人者名簿（敬称略）（敬称略）

【平　原】
池上　和隆 伊藤早弥香 上野裕加子 浦部　有志
砂川　大志 田中　　愛 豊田　由佳 中村　昌稔
中山　　毅 西田　信孝 森　あゆみ 山村由加里
山本絵実里 湧川　寛之

【清源寺】
上田　康誠 浦田真希子 緒方　星美 小川優美子
楠田　景子 久保　美歩 古城　理恵 木場　進哉
近藤　浩史 酒井みなみ 仕明えりか 竹本　直樹
竹本　直史 田上　加織 田上　健介 田上　康晴
德永　　愛 冨安磨理子 永野　　薫 西原　　徹
濵田　祥平 濵田　友佳 馬場　静香 福本健太郎
藤本　　秀 前畑　　雪 宮原　絵理 村上　淳一
村上　哲章 山根　知世 山本　愛子

【上沖洲】
木村　隼人 竹下　聡恵 田中　夕貴 中川　美穂
西原　幸宏 濵津　和樹 濱津　雄大 松岡　由起
森永　芳幸 山本恵利奈

【腹　赤】
清水　正次 楯岡　裕子 田中めぐみ 九十九雅俊
中尾　　藍 橋本　岳宏 林　　里奈 開　　直矢
前田　　豊

【腹赤新町】
平本　　優 宮本　聡子

【折　地】
池上　祥文 井上　千尋 菊本　幸司 隈部　春奈
島　　清夏 杉本　真美 中川　秀士 堀　加奈子
吉田　真紀

【赤　崎】
蛯原　　靖 村島　佳行 森田　沙織 山田瑛梨子

【高　田】
野村　聡子 野村　六暢 松尾あゆみ

【鷲　巣】
梅野　幹雄 大塚　秀門 甲斐田　真 北川　明里
杉山嘉菜子 中尾　美里 西野永利子 馬場美貴恵
樋口　博紀 堀　　幸輔 豆塚沙妃子 吉村　希望

【立　野】
金﨑　慎也 北﨑　　訓 城戸　香織 城戸　良拓
竹原　大輔 原田　隆大

【向　野】
石原　直樹 上野　直樹 木村　圭介 組脇まりえ
小清水健太 坂本　和章 杉本　　光 田中　絵理
田中　　拡 谷口佳菜恵 角町　幸子 寺田　美由
中村　龍哉 中村由起子 藤﨑　紀樹 本田　孝弘
前田　有希 宮下　恵理 森岡　真司 山本　理恵

【宮　崎】
浦部　直美 神宮創一朗 田上　智章 中島　孝征
中島　直哉 福田　剛志 松永　梨沙 村野　達哉
森﨑　　穂 芳野弘一朗

【赤　田】
有田　幸奈 糸永　桂子 小川　辰也 小井手力也
葉玉　美織 若山　愉貴

【葛　輪】
柴田　真里 山口　智一 米井裕紀彦

【永　方】
石原　光博 越智　綾子 中島　美々 中山亜理沙

【塩　屋】
中尾　祐介 福田　　翔 山平　征史 山平由里絵

【向野北】
猿渡　友樹 高橋　　歩 塚本　紘美 濱野　睦子
村上　裕香

【古　城】
上原　安史 大田黒香織 川上紗恵香 草野　知絵
小栁　　香 下徳　　悟 進谷　瑛美 菅尾　和史
園田　賢三 平　　理恵 田中　　怜 寺本　　拓
中川　直樹 西田　　渚 西本　　有 野方　千絵
野村　智子 花元　麻実 花元　珠実 福島　正和
宮﨑　好男 山﨑紗里架 山田　　聖 吉岡　　恵
龍野　理恵

【建　浜】
倉吉　三美 武内　智大 寺岡　達郎 寺本　佳介
野畑美由紀 濱田真由美 東田　　恵 渡邊　　真

【駅　通】
境　　健司

【梅　田】
梅村　正之 黒田　侑香 武田　知華 土山　優吾
村木　美里 村田　裕紀 山本　康裕

【出　町】
尾﨑雄一郎 栗原　如花 髙田　尚也 西嶋　　舞
前田　裕世 森　　直輝 諸藤　　翔

【新　町】
大澤　　幸 菊本　恭祐 中山祐太朗 松尾　拓魅

【西新町】
井上　春奈 猿渡なつみ

【宮ノ町】
奥山　純生 相良　大輔 髙﨑由季子 出山　正貴
中嶋　佑輝 西尾　　大 橋本　梨紗 宮野　竜弥

【松　原】
中山　美穂

【新　山】
岩田美智子 岡村　和紀 尾﨑絵理香 川端孝太郎
境　　有加 德永　一樹 長田　直樹 橋本　亜衣
蓮尾明太夢 宮﨑　　優

【宝　町】
城迫亜須加 德山茉奈美 西島　雄成 濱田　智子

【磯　町】
岡元さやか 森本　貢盛

【上　町】
浦邊　　章 浦邊奈央美 浦邊　裕亮 前畑　友香

【中　町】
宮田雄一郎

【下　東】　
荒尾恵未里 上田　亜季 浦野めぐみ 川下　広志
橋口　由布 濱田　　綾 宮村　尚樹

【西荒神】
組脇　麻衣 德永　千秋 西田　優治 浜辺　高広

【東荒神】
浮島　　明 江藤　久昌 椛山　真希 榮　　秀彰
坂田佳奈子 進藤　勝也 谷口　梨奈 長谷川　愛
濱口　泉樹 濱水　　恵 平野　瑠美 船崎　泰智

【大明神】
荒岡みなみ 池島　直貴 牛島桂太郎 島津　夏紀
西原　未来 濱田　圭介 濱水健志郎 濱水　聖貴
深島　一貴 宮原　博美 山本　　健

【町　外】
浮田　雅世 内田　真吾 内山　裕太 緒田　朋子
越智　玄明 北本　　守 田中　悠成 德永　　梓
原田　智志 馬渕　知里 宮本佐知子 山川　悠里
山本真梨亜 森　　智矢
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昨
年
11
月
19
日
、
明
治
神
宮
参
集
殿
で
行

わ
れ
た
秋
季
善
行
表
彰
で
、
中
島
巌
さ
ん
、

幸
子
さ
ん
（
折
地
区
）
ご
夫
婦
が
成
人
善
行

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
善
行
表
彰

は
、
社
団
法
人
日
本
善
行
会
（
川
村
皓
章
会

長
）
が
、
善
行
者
を
称
え
励
ま
し
、
善
行
精

神
の
高
揚
と
普
及
の
啓
発
を
目
的
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
、
中
島
さ
ん
ご
夫
妻
が
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
指
導
や
指
導
者
育

成
な
ど
に
約
40
年
間
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が

善
行
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
中
島
さ
ん
ご
夫
婦
は
、「
こ

の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
奉
仕
者
に
と
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
計
画
し
た
こ
と
を
実
践
し
、
成
功
し

た
と
き
の
姿
を
見
た
と
き
が
最
高
の
喜
び
で

す
。」
と
共
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
巌
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
（
折
地
区
）
ご
夫
婦
が
秋
季
善
行
表
彰

中
島
巌
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
（
折
地
区
）
ご
夫
婦
が
秋
季
善
行
表
彰

40
年
間
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動　

認
め
ら
れ
る

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
小
中
学
校
や
福
祉
施
設
で
の
出

前
演
奏
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
財
団
法
人
地
域
創
造
の
支
援
を

受
け
て
、
な
が
す
未
来
館
自
主
事
業
実
行
委

員
会
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

12
月
１
日
行
わ
れ
た
六
栄
小
学
校
、
長
洲

中
学
校
で
の
演
奏
会
を
皮
切
り
に
、
12
月
２

日
に
は
聖
ル
カ
苑
（
鷲
巣
）・
金
魚
の
館
で
の

演
奏
会
、
３
日
に
は
な
が
す
未
来
館
で
の
本

格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
、
出
演
さ
れ
た
演
奏
家
は
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
神
谷
未
穂
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
石
岡
久
乃
さ
ん
で
、
お
二
人
と
も
国
内

外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
の
演
奏
家
で
す
。

い
ず
れ
の
会
場
で
も
プ
ロ
の
音
色
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
聴
衆
の
目
の
前
で
演
奏
す

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
身
近
な
も
の
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
身
近
な
も
の
に

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業
を
実
施　

な
が
す
未
来
館
自
主
事
業
実
行
委
員
会

▶
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
う
児
童
た
ち
（
六
栄
小
学
校
）

る
と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
エ
ル
ガ
ー
の
「
愛

の
挨
拶
」、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
「
愛
の
喜
び
」、

シ
ョ
パ
ン
の
『
ノ
ク
タ
ー
ン
「
遺
作
」』
な
ど

の
演
奏
に
聴
衆
は
静
か
な
ひ
と
時
を
す
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
10
日
、
熊
本
県
立
総
合
体
育
館

で
熊
本
県
チ
ャ
イ
ル
ド
新
体
操
大
会
が
行
わ

れ
、
玉
名
Ｒ
Ｇ
（
玉
名
市
）
に
所
属
す
る
六

栄
小
４
年
の
山
本
万
葵
さ
ん
（
向
野
）
が
徒

手
の
団
体
競
技
で
優
勝
し
ま
し
た
。
同
大
会

は
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
山

本
さ
ん
は
他
５
人
の
選
手
と
「
お
て
も
や
ん
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
に
あ
わ
せ
た
約
２
分
30

秒
の
演
技
を
披
露
し
、
み
ご
と
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
山
本
さ
ん
は
、「
６
人
の
中
で
一

番
年
下
な
の
で
怒
ら
れ
て
ば
っ
か
り
だ
っ
た

六
栄
小
４
年
山
本
万
葵
さ
ん
（
玉
名
Ｒ
Ｇ
）
が
優
勝

六
栄
小
４
年
山
本
万
葵
さ
ん
（
玉
名
Ｒ
Ｇ
）
が
優
勝

熊
本
県
チ
ャ
イ
ル
ド
新
体
操
大
会　

徒
手
団
体
競
技
で

け
ど
練
習
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
年
上
の
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
一
つ

一
つ
丁
寧
な
演
技
を
頑
張
り
た
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

玉
名
Ｒ
Ｇ
は
玉
名
郡
内
の
幼
稚
園
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
25
人
が
所
属
し
て
お
り
、
町

内
か
ら
は
山
本
さ
ん
１
人
が
所
属
。
週
４
回
、

玉
名
市
横
島
体
育
館
な
ど
で
練
習
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
12
月
26
日
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

長
洲
第
１
団
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
と
関
係
者
の

７
人
が
町
長
室
を
訪
れ
、
役
場
に
飾
っ
て
ほ

し
い
と
橋
本
町
長
に
ミ
ニ
門
松
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ミ
ニ
門
松
は
、
向
野
区
公
民
館
活
動

の
一
環
と
し
て
同
区
公
民
館
で
毎
年
作
製
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
昨
年
12
月
23
日
に

同
隊
員
や
同
区
子
ど
も
会
、
町
内
の
子
ど
も

た
ち
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
て
、
作
製
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
と
き
作
ら
れ
た
80
個
ほ
ど

の
ミ
ニ
門
松
は
、
同
隊
が
役
場
や
郵
便
局
な

ど
の
各
公
共
施
設
に
配
り
、
同
区
内
で
は
一

人
暮
ら
し
の
方
な
ど
に
配
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲
第
１
団
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
役
場
な
ど
に
ミ
ニ
門
松
を
送
る

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲
第
１
団
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
役
場
な
ど
に
ミ
ニ
門
松
を
送
る

向
野
区
公
民
館
活
動
で
同
隊
員
や
同
区
子
ど
も
会
た
ち
が
作
製

　

昨
年
12
月
27
日
、
大
明
神
区
、
東
荒
神
区
、

西
荒
神
区
の
26
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
消
防

団
や
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
夜
警
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、第
４
分
団
（
高
松
浩
範
団
長
、

団
員
30
人
）
が
火
災
予
防
の
啓
発
を
目
的
に

行
っ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
火
の
用

心
」
を
合
言
葉
に
３
つ
の
区
を
年
末
の
火
災

発
生
防
止
を
呼
び
か
け
て
く
ま
な
く
回
り
ま

し
た
。
夜
警
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
う
ど
ん

を
食
べ
て
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
回
で
２
回
目
で
す
が
、
今

後
も
年
末
の
夜
警
と
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
く

そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が　
「
火
の
用
心
！
」

子
ど
も
た
ち
が　
「
火
の
用
心
！
」

第
４
分
団
が
年
末
の
夜
警
に
あ
わ
せ
て

▶
受
賞
し
た
中
島
巌
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
ご
夫
妻

▲向野区公民館でミニ門松をつくる
　カブスカウト隊や向野区子ども会
　などの皆さん

▶
ミ
ニ
門
松
を
手
渡
す
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
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▲熱心に書初めに取り組む子どもたち
　（有明新報社提供）

　

１
月
７
日
、
町
児
童
館
主
催
に
よ
り
長
洲

共
同
福
祉
施
設
で
書
初
め
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
の
伝
統
行
事
に
親
し

ん
で
も
ら
い
、
書
道
の
上
達
を
目
的
に
行
わ

町
内
子
ど
も
た
ち
が
筆
始
め

町
内
子
ど
も
た
ち
が
筆
始
め

町
児
童
館
主
催
で
「
書
初
め
大
会
」

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
町
内
の
小

学
生
37
人
が
参
加
し
、
保
護
者
の
見
守
る
中
、

学
年
別
に
設
け
ら
れ
た
課
題
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
長
賞 

木
村　

実
咲
さ
ん
（
六
栄
小
６
年
）

館
長
賞 

浜
田
菜
々
美
さ
ん
（
腹
赤
小
１
年
）

入　

選 

横
山　

奈
々
さ
ん
（
六
栄
小
１
年
）

 

前
田　

恵
里
さ
ん
（
長
洲
小
１
年
）

 

吉
田
歩
美
佳
さ
ん
（
長
洲
小
２
年
）

 

吉
田　

敦
弥
さ
ん
（
六
栄
小
２
年
）

 
池
上　

瑠
奈
さ
ん
（
六
栄
小
３
年
）

 
黒
木　

麻
優
さ
ん
（
六
栄
小
３
年
）

 

前
田　

真
里
さ
ん
（
長
洲
小
４
年
）

 

松
岡
は
る
か
さ
ん
（
清
里
小
５
年
）

 

作
本　

夕
依
さ
ん
（
腹
赤
小
６
年
）

 

齋
藤　

瑞
季
さ
ん
（
六
栄
小
６
年
）

　

１
月
10
日
、
清
里
小
学
校
（
松
本
昇
校
長
、

生
徒
１
０
２
人
）
は
、「
げ
ん
き
・
安
全
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
清
里
小
学

校
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
１
年
前
か
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
老
人
会
、
更
生
保
護
女
性
の
会
、

少
年
補
導
員
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い

校
区
全
体
で
児
童
た
ち
の
安
全
守
る

校
区
全
体
で
児
童
た
ち
の
安
全
守
る

清
里
小
学
校
が
「
げ
ん
き
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
発
足

ま
し
た
が
、
今
回
、
同
校
が
連
携
を
呼
び
か

け
て
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
が
実
現
し
ま

し
た
。

　

発
足
式
は
、
地
域
住
民
の
方
々
や
児
童
な

ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
冒
頭
、

挨
拶
を
行
っ
た
清
里
校
区
公
民
館
長
の
那
須

五
男
館
長
は
、「
清
里

小
学
校
区
を
挙
げ
て
、

皆
さ
ん
の
安
全
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
児
童
た
ち
全
員
で

安
全
へ
の
「
誓
い
の
言

葉
」
を
述
べ
、「
げ
ん
き
・

安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
下

校
し
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
熊
本
中
央
信
交
会
長
洲
支

部
（
大
﨑
正
志
会
長
、
会
員
43
人
）
の
関
係

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
大
会
売
上
金
を
寄
付

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
大
会
売
上
金
を
寄
付

熊
本
中
央
信
交
会
長
洲
支
部
が
社
会
福
祉
協
議
会
へ

者
4
人
が
町
長
室
を
訪
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

餅
つ
き
大
会
の
売
上
金
の
一
部
を
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
餅
つ
き
大
会
は
、
毎
年
12
月
に
同
会
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
昨
年
12
月
17

日
に
四
王
子
神
社
境
内
で
同
会
員
な
ど
関
係

者
約
30
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
70

㎏
の
も
ち
米
か
ら
作
ら
れ
た
餅
は
、
６
個
入

り
２
０
０
パ
ッ
ク
ほ
ど
用
意
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
域
の
方
な
ど
の
行
列
が
で
き
、
早
々
と
完

売
し
た
そ
う
で
す
。

　

大
﨑
会
長
は
、「
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ

き
大
会
も
今
回
で
28
回
目
に
な
り
ま
す
。
少

し
で
も
地
域
福
祉
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲「げんき・安全ネットワーク」　の皆さん
　と一緒に下校する児童たち

▲寄付金を手渡す大﨑会長

　

１
月
８
日
、
六
栄
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
平
成
18
年
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
消
防
団

員
、
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
荒
尾

消
防
署
長
洲
分
署
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
員
な
ど
７
０
０
人
。
パ
レ
ー
ド
、

観
閲
、
通
常
点
検
、
幼
少
ク
ラ
ブ
に

よ
る
演
技
、
分
団
対
抗
玉
落
し
競
技

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
藤
木
消
防
団
長
訓
示
で

は
、「
昨
年
は
、
建
物

火
災
９
件
、
そ
の
他
火

災
は
４
件
と
近
年
で
は

火
災
の
発
生
が
多
い
年

で
し
た
。
こ
の
出
初
式

を
契
機
に
、
今
ま
で
以

上
に
団
員
の
訓
練
や
機

械
の
点
検
整
備
な
ど
の

必
要
性
、
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
と
い
う
消

防
の
重
要
性
を
認
識

し
、
普
段
か
ら
備
え
あ

る
防
火
、
防
災
体
制
を

堅
持
し
て
災
禍
に
威
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
の
中
で

行
わ
れ
た
優
良
団
員
な

ど
の
表
彰
、
お
よ
び
玉

落
し
競
技
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

〔
退
職
消
防
団
員
報
償
〕

濱
⻆　

浩
、
宮
邊
幸
政

〔
永
年
勤
続
功
労
章
〕

藤
木
照
喜

熊
本
県
知
事
表
彰

〔
永
年
勤
続
功
労
章
〕

松
野
淳
一
、
髙
松
浩
範
、
酒
井
光
博
、

松
野　

力
、
内
濵
一
利
、
藤
枝
正
行
、
杉
山

博
道
、
村
野
耕
一
、
北
本
祐
輔
、
古
林
敏
行

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

〔
功
績
章
〕

小
川
俊
彦
、
林　

幸
友
、
那
須　

敏
、

寺
田
賢
一
、
池
上
英
人
、
田
頭
和
生
、

田
頭
純
雄
、
嶋
田
正
忠
、
中
嶋
英
徳
、

村
上
和
夫
、
池
上
聖
樹
、
城
戸
賢
二
、

野
村
克
也
、
宮
島
貞
信
、
寺
澤
幸
生
、

船
津　

彰
、
竹
下
誠
也
、
土
田　

弘
、

多
田
視
範

〔
勤
績
章
〕

市
原
一
廣
、
藤
末
保
典

熊
本
県
消
防
協
会
玉
名
郡

支
部
長
表
彰

濵
田
正
光
、
清
水
和
久
、
山
本

恵
二
、
大
辻
正
昭
、
山
崎
健
一

長
洲
町
長
表
彰

内
野
幸
喜
、
松
岡　

訓
、
藤
木

孝
一
郎
、
石
田
貴
光
、
草
野
佳

明
、
水
本
浩
二
、
古
賀
大
作
、
林　

久

幸
、
久
保
田
健
一
、
恒
松
大
地
、
髙
野

政
名
、
馬
場
啓
輔
、
松
野
和
久
、
牧
嶋

誠
吾
、
松
野
直
文
、
佐
藤
幸
男
、
嶋
田

健
太
、
西
辻
清
明
、
池
本
一
徳
、
池
上

昌
範
、
坂
口
弘
敏
、
大
野
晃
晴
、
田
上

敏
文
、
宮
島
健
介
、
藤
田
修
治
、
片
山

大
輔
、
福
永
浩
利
、
坂
口
篤
美
、
大
賀

留
美

長
洲
町
消
防
団
長
表
彰

組
脇
郁
生
、
林　

幸
友

初
期
消
火
協
力
者
表
彰

西
ノ
原
登
、
碇　

朋
子
、
入
江
孝
子
、

原
田
純
子
、
隅
倉
正
喜

玉
落
し
競
技
順
位

優
勝　

第
14
分
団
（
宮
崎
、
塩
屋
、
立
野
）

２
位　

第
10
分
団
（
腹
赤
）

３
位　

第
２
分
団
（
上
町
、
出
町
、
新
町
、

　
　
　
　
　
　
　
　

磯
町
）
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■役場  78－3111
■文化センター  78－0053
　（中央児童館・子育て支援センター）  （ 78－4100）
■長洲共同福祉施設  78－0053
　（中央公民館・生涯学習課）
■上下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■第一清掃センター  78－0660
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号

お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

〔
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
お
早
め
に
〕

　

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
平
成
18
年
２
月
16
日
㈭

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
３
月
15
日
㈬
で
す

が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申

告
書
記
載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
は
「
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
を
参

考
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
か
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
い

た
だ
き
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申

告
書
の
提
出
は
郵
送
な
ど
で
も
結

構
で
す
。

　

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申

告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
に
「
収

支
内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〔
個
人
事
業
者
の
方　

消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
正
し
く
お
早
め
に
〕

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
個
人
事
業
者
の
方
の
平
成
17

年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
は
、
平
成
18
年
３
月

31
日
㈮
が
申
告
・
納
付
の
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）「
消
費
税
の
課
税
事
業
者
」

と
は
、
次
の
方
々
を
い
い
ま
す
（
平

成
17
年
分
）

・
平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
事
業

者
・
平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
、０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者

で
、
平
成
16
年
中
に
『
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
』
を

提
出
し
て
い
る
事
業
者

　

確
定
申
告
書
は
、「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」
を
参
考
に
し
て
記
載
い
た
だ

く
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.nta.go.jp

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

休日在宅医
月　日 在　宅　医

２月５日㈰ 田宮春生堂医院（上　町） 78-0551

２月11日㈯ 西 岡 医 院（清源寺） 78-2200

２月12日㈰ 淡河・黒田医院（駅　通） 78-6517

２月19日㈰ 本 田 医 院（玉名市）岱明町 57-0012

人のうごき
平成 17年 12 月末日現在

　　 人　口　17,894 人　（ △ 6）
　　 　　男　  8,621 人　（ △ 3）
　　 　　女　  9,273 人　（ △ 3）
　　 世帯数　  6,379世帯（ △ 1）

※（　）内は前月比

特設人権相談所の開設
　家庭内、近隣間などのもめごと、相続、
金銭問題などの悩みごと、いじめや差別
などの人権問題、その他いろいろな心配、
悩みなどの相談所を開設します。お気軽
にご相談ください。
■とき・ところ
　２月７日㈫　南関町公民館
　２月10日㈮　菊水町公民館
　２月13日㈪　玉東町福祉センター
　※いずれも午前10時から午後３時まで
■相談員　法務局職員及び人権擁護委員
※相談は無料、秘密は厳守いたします。
また、特設相談所以外でも熊本地方法
務局玉名支局及び人権擁護委員が毎
日ご相談をお受けいたします。

〔長洲町人権擁護委員〕
　木原　精一（永　方）（  78 ５７２４）
　濱﨑　周一（梅　田）（  78 ４１６０）
　古庄　繁樹（上沖洲）（  78 ００３７）
　本山　正夫（大明神）（  78 １１６８）
■問い合せ
　熊本地方法務局玉名支局（  72 ２３４７）

皆さん献血にご協力を！
（長洲ライオンズクラブ主催）

　年々献血をされる方が減少しつつあ
り、緊急の手術等で使用できる血液の量
が不足しています。一人ひとりのご協力
があってこそ大切な命を救うことができ
ます。ほんの少しの愛情で、大きな命を
救いましょう。みなさんのご協力をお願
いします。
■と　き　２月15日㈬
　　　　　午前９時30分～午前11時 30分
■ところ　長洲町役場玄関前
※なお、献血にご協力いただいた方には、
記念品として長洲町指定ごみ袋などを贈
呈しています。

■問い合せ　住民環境課（内線１３０）

ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
申
告

書
な
ど
の
作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
申
告
書

は
郵
送
な
ど
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

な
お
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

申
告
書
記
載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
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２
１
２
７
）

３
月
末
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
費
補
助
事

業
が
終
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
交
通
安
全
対
策
の
一

環
と
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
12

年
度
か
ら
購
入
費
の
一
部
補
助
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
５
年
が
経
過
し
、
一
応
の
目

的
も
達
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
同

補
助
事
業
を
今
年
３
月
31
日
㈮
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今
後
補
助

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限

　

申
請
の
対
象
者
は
、
平
成
17
年

度
中
に
出
生
の
乳
幼
児
と
し
、
補

助
申
請
の
受
付
期
限
は
、
３
月
31

日
㈮
ま
で
で
す
。

■
必
要
な
も
の

・
購
入
時
の
領
収
書
（
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
と
わ
か
る
も
の

で
、
宛
名
に
父
ま
た
は
母
名
が

記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

・
通
帳
（
口
座
振
込
を
希
望
の
方

の
み
。
申
請
者
本
人
の
口
座
が

必
要
で
す
。）

■
対
象
者

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
日
と

申
請
時
に
お
い
て
長
洲
町
に
住
所

を
有
す
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
方

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

の
申
請
（
以
前
に
申
請
を
さ
れ

た
乳
幼
児
は
対
象
外
）
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

総
務
課
（
内
線
２
１
１
）

〔
戦
没
者
等
の
妻
の
方
〕

　

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、
次

の
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る

戦
没
者
等
の
妻
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・

特
例
扶
助
料
、
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
・
遺
族
給
与
金
（
公
務
傷
病
又

は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る
死
亡
を

支
給
事
由
と
す
る
も
の
）、
旧
令

共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉
職
年

金
な
ど

〔
戦
没
者
父
母
・
祖
父
母
の
方
〕

　

次
の
要
件
を
満
た
す
戦
没
者
の

父
母
・
祖
父
母
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、
次

の
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す

る
方

　

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・

特
例
扶
助
料
、
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
・
遺
族
給
与
金
（
公
務
傷
病
又

は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る
死
亡
を

支
給
事
由
と
す
る
も
の
）、
旧
令

共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉
職
年

金
な
ど

○
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成
15
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
氏
を
同

じ
く
す
る
子
又
は
孫
（
自
然
血

族
）
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
方

※
請
求
期
限
は
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
こ
の
日
を
過
ぎ

る
と
、
時
効
に
よ
り
権
利
が
消

滅
し
、
特
別
給
付
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
、
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
請
求
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
１

　

８
２
）、
県
健
康
福
祉
部
生
活
保

　

護･

援
護
課
（

０
９
６
・
３
３

　

３
・
２
１
９
９
）

特
別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

〜
請
求
期
限
は
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
〜
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浄
化
槽
の
検
査
時
期

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
２
月
１
日
か
ら
放
流

水
の
水
質
基
準
や
検
査
時
期
な
ど

が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

①
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
水
質

基
準

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
20
㎎
／
Ｌ
以
下
及
び
Ｂ

Ｏ
Ｄ
除
去
率
90
％
以
上

②
第
７
条
検
査
（
設
置
後
等
の
水

質
検
査
）
の
検
査
時
期

　

使
用
開
始
後
３
ヵ
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
５
ヵ
月
後

③
指
定
機
関
か
ら
都
道
府
県
へ
の

検
査
結
果
の
報
告

〔
報
告
時
期
〕
毎
月
末
ま
で
に
そ
の

前
月
中
に
実
施
し
た
検
査
に
つ

い
て
報
告

〔
報
告
内
容
〕
検
査
を
行
っ
た
年
月

日
、
浄
化
槽
管
理
者
の
氏
名
・

住
所
、
浄
化
槽
の
設
置
場
所
、

検
査
結
果
な
ど

④
浄
化
槽
使
用
の
廃
止
の
届
出
に

つ
い
て
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　

適
正
な
維
持
管
理
！

　

浄
化
槽
は
、
①
保
守
点
検
、
②

清
掃
、
③
法
廷
検
査
の
受
検
な
ど

の
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
浄
化
槽
管
理
者
（
設
置
者
）

へ
の
指
導
、
監
督
が
強
化
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

有
明
保
健
所
（
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２
１
８
４
）

平
成
18
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書

を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
18
年
度
有
明
行
政
事
務
組

合
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
に
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り
「
建

設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
の
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す

の
で
、
次
の
と
お
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成
17
年
１
月
末
か
ら

３
月
末
ま
で
に
提
出
を
さ
れ
た
方

は
、
隔
年
制
と
な
っ
て
い
る
た
め

今
回
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
受
付
期
間
が
例
年
よ
り

１
ヵ
月
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
の
う
え
、
早
め
の
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
２

月
28
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

■
有
効
期
限　

平
成
18
年
４
月
１

日
よ
り
、
平
成
19
年
３
月
31
日

の
１
年
間

■
書
類
様
式　

国
土
交
通
省
統
一

様
式
「
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」

【
添
付
書
類
】

①
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
審
査
申
請
書

②
工
事
経
歴
書

③
営
業
所
一
覧
表

④
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・

総
合
評
定
値
通
知
書
（
写
し
）

⑤
建
設
業
許
可
証
明
書
（
写
し
）

⑥
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）、
ま

た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）（
写

し
）

⑦
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
町
村
）

（
写
し
）

⑧
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

⑨
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

⑩
技
術
者
一
覧
表
及
び
名
簿
、
ま

た
は
経
歴
書

⑪
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入
・

履
行
証
明
書
（
写
し
）

⑫
労
働
保
険
支
払
証
明
書
（
完
納

証
明
及
び
未
納
が
な
い
証
明
）

（
写
し
）

⑬
〔
郵
送
時
の
み
〕
受
付
票
及
び

返
信
用
封
筒
、
ま
た
は
は
が
き

⑭
〔
委
任
す
る
場
合
〕
委
任
状

■
提
出
方
法　

書
類
様
式
と
添
付

書
類
一
式
を
１
部
提
出
（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
綴
じ
で
、
綴
じ
具
と

も
に
焼
却
可
能
な
も
の
）。
持
参
・

郵
送
い
ず
れ
も
可
（
郵
送
に
つ

い
て
は
、
消
印
有
効
）

■
提
出
場
所
・
問
い
合
せ

　

〒
８
６
５
‐
０
０
０
５　

玉
名

市
玉
名
２
１
５
７
‐
３
２

　

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　
（
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５
８
８
５
）

　

最
低
賃
金
制
と
は
、
法
律
に
基
づ

き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

制
度
で
す
。
最
低
賃
金
は
、
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
地
域

別
最
低
賃
金
と
産
業
別
最
低
賃
金

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〔
地
域
別
最
低
賃
金
〕

　

各
都
道
府
県
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
、
産
業

や
職
種
に
か
か
わ
り

な
く
、
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
最
低

賃
金
と
し
て
、
各
都

道
府
県
ご
と
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
県
の
最
低

賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
産
業
別
最
低
賃
金
〕

　

各
都
道
府
県
内
の
特
定
の
産
業

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

関
係
労
使
が
、
基
幹
的
労
働
者
を

対
象
と
し
て
、
地
域
別
最
低
賃
金

よ
り
金
額
水
準
の
高
い
最
低
賃
金

を
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て

設
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※
時
間
額
は
、
時
間
給
制
の
労
働

者
に
、
日
額
は
、
時
間
給
制
以
外

の
労
働
者
に
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ

ま
す
。

※
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手

当
や
結
婚
手
当
、
賞
与
、
精
皆
勤

手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■産業別最低賃金

産業種別
最低賃金額（円）

効力発生の日
日額 時間額

紡績業、ねん
糸製造業、織
物業、靴下製
造業

5,176 647 平成 12年
12月 25日

電気機械器具、
情報通信機械
器具、電子部
品・デバイス
製造業

時間額

平成17年
12月 20日

671

自動車・同附
属品製造業、
船舶製造・修
理業、船用機
関製造業

時間額

718

百貨店、総合
スーパー

時間額
678

■熊本県最低賃金
時間額（円） 効力発生の日

609 平成17年 10月１日

■
問
い
合
せ

　

熊
本
労
働
局
賃

　

金
室
（

０
９

　

６
・
３
５
５
・
３

　

２
０
２
）、

　

24
時
間
テ
レ
ホ

　

ン
サ
ー
ビ
ス

　
（

０
９
６
・
３

　

５
５
・
３
１
９

　

９
）

あ
っ
そ
う
だ
！

あ
っ
そ
う
だ
！

今
年
の
最
低
賃
金
い
く
ら
か
な
？

今
年
の
最
低
賃
金
い
く
ら
か
な
？

熊
本
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
町
臨
時
職

員
等
の
登
録
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
お
け

る
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
員
及
び
短

期
的
業
務
に
従
事
で
き
る
臨
時
的

任
用
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。（
た
だ
し
、
な
が
す
未
来
館
に

つ
い
て
は
土
・
日
・
祝
日
に
勤
務

が
で
き
る
方
）

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
で
Ａ
４
版
）
１
通

※
次
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
資

格
証
明
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

・
保
育
士
・
栄
養
士
ま
た
は
管
理

栄
養
士

・
看
護
師
・
保
健
師

・
医
療
事
務
（
レ
セ
プ
ト
点
検
）

・
図
書
館
司
書
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

２
月

28
日
㈫
ま
で
に
総
務
課
（
内
線

２
１
１
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
今
回
の
受
付
は
、
あ
く
ま
で
も

登
録
の
み
と
な
り
ま
す
。
任
用

の
際
は
必
要
に
応
じ
て
本
人
に

連
絡
し
ま
す
。

募　

集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒

尾
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

〔
Ａ
Ｇ
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
衛
星
通

信
を
利
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
）〕

①
経
営
の
た
め
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
生
か
す
知
的
財
産

■
と　

き　

２
月
７
日
㈫
、
８
日

㈬
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料　

４
、５
０
０
円

■
定　

員　

20
人

②
福
祉
住
環
境
整
備
の
新
し
い
課

題
と
実
践
的
技
術
演
習
〜
新
し

い
「
住
ま
い
」「
施
設
」
の
考
え

方
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
〜

■
と　

き　

２
月
18
日
㈯
、
25
日

㈯
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料　

４
、５
０
０
円

■
定　

員　

20
人

〔
創
業
・
経
営
改
革
セ
ミ
ナ
ー
（
毎

週
木
曜
日
、
衛
星
通
信
を
利
用
し

た
セ
ミ
ナ
ー
）〕

①
ヒ
ッ
ト
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

■
と　

き　

２
月
９
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

②
小
さ
い
会
社
の
リ
ス
ク
管
理
と

法
律
の
知
識

■
と　

き　

２
月
16
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

③
起
業
家
に
聞
く
〜
創
業
体
験
相

談
〜

■
と　

き　

２
月
23
日
㈭
午
後
６

時
30
分
〜
午
後
８
時

■
受
講
料　

無
料

■
定　

員　

20
人

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー

も
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
開
発

援
助
課
（
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０
１
７
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ 
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０
１
８
５
）

ふるさとの便りを
あの人へ！
ふるさと広報宅配便

　「ふるさと広報宅配便」の申し込
みを受け付けます。「広報ながす」
を親戚や知人の方に、ふるさと便り
として送ってみませんか！
■送　料
　国内　1,200円（100円×12ヵ月）
　国外　郵送料相当額
　毎月１回送付（１日号・15日号）
■申し込み
　３月31日㈮までに送料を添えて
まちづくり課（内線231）へお申し
込みください。なお、４月からも随
時受け付けます。

東海大学付属望星高等学校通信制
課程（放送教育コース）生徒募集

　東海大学付属望星高等学校では、
通信制課程・放送教育コースの春
季入学生の願書を次のとおり受け
付けます。中学生卒業以上で、学
習意欲のある人であれば、年齢など
は問わず３年間で卒業が可能です。
■期　間
　２月20日㈪～３月30日㈭まで
■内　容
・衛星ラジオの放送講座を聴いて
自宅で学習

・レポートを提出し、添削指導を受
ける

・月平均２回登校し、授業を受ける
・学期ごとの定期試験を受ける
※以前在籍した高校で取得した単
位は認められ、２年、３年への編入
や転入もできます。
■問い合せ
〒862-0970熊本市渡鹿9-1-1
東海大学付属望星高等学校・熊
本校（ 096 ･ 383 ･ 7330、http:/
/www.bosei.tokai.ed.jp）
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
会
員
募
集

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
と

は
、
流
行
し
て
い
る
演
歌
や
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
に
簡

単
な
振
り
付
け
を
す
る
全
身
運
動

の
健
康
ダ
ン
ス
で
す
。
だ
れ
で
も
、

い
つ
か
ら
で
も
、
す
ぐ
に
な
じ
め

て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進
が
で

き
ま
す
。
次
の
と
お
り
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日　

毎
週
月
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

■
場　

所　

長
洲
共
同
福
祉
施
設

２
Ｆ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
講　

師　

有
働
紘
子
氏
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
指
導
者
）

※
現
在
、
30
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の

16
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

1985 年から 1992 年製のナショ
ナルＦＦ式石油温風機及び石油
フラットラジアントヒーターに
は事故に至る危険性があります

　1985 年から 1992 年製のナショナ
ルＦＦ式石油温風機及び石油フラッ
トラジアントヒーターを未点検のま
ま使用になりますと、一酸化炭素を
含む排気ガスが室内に漏れ出し、場
合によっては死亡事故に至る恐れが
あります。ご使用のＦＦ式石油温風
機及び石油フラットラジアントヒー
ターの品番をご確認いただき、未点
検のお客様は直ちにご使用を中止し
ていただき、フリーダイヤル（
0120・872・773）、またはご購入の販
売店までご連絡ください。
　お客様のご要望に応じ、対象製品
のお引取り（１台当たり50,000 円）
もしくは、無料で点検修理をさせて
いただきます。既に点検修理をされ
たお客様にも別途同様のご案内をさ
せていただきます。

■対象品番
〔ＦＦ式石油温風機〕

OK-2525 OK-3536
OK-2526 OK-3537
OK-2535 OK-4020
OK-2536 OK-4030
OK-3525 OK-2526HA
OK-3526 OK-3527HA
OK-3527 OK-4020HA
OK-3535 

OK-302B
OK-303B
OK-402B
OK-403B

〔石油フラットラジアントヒーター〕
OK-R500F
OK-R501F
OK-V501F
OK-U501AF
OK-R800C
OK-R800AC

■問い合せ　松下電器産業㈱〔フリ
ーダイヤル 0120 ･ 872 ･ 773（土
日祝日を含む24時間受付）、ホー
ムページhttp://national.jp/〕

■出してよいもの
不燃性粗大ごみ（大型金属類） 可燃性粗大ごみ

○アコーディオン
　カーテン（金属製）

○電気カーペット ○自転車 ○雨戸（木製） ○マットレス
　（スプリング無し）○電気毛布 ○芝刈り機（家庭用） ○応接椅子

○足踏みミシン ○ドラム缶 ○食器乾燥機 ○カーテン ○毛布

○編み機 ○パイプベッド ○手押し車 ○カラーボックス
　（木製）

○ロッキングチェアー

○アンテナ（野外用） ○ブラインド ○電気マッサージ機 ○和ダンス

○一輪車 ○ベビーカー ○トタン ○ギター（木製）○羽毛布団

○乳母車 ○ホワイトボード ○流し台 ○下駄箱（木製）○応接台

○オイルヒーター ○湯沸かし器 ○ファンヒーター ○ゴルフバッグ ○カーペット

○ガステーブル ○ロッカー ○噴霧器 ○障子の戸 ○脚立（木製）

○ギター（金属製）○雨戸（金属製）○ボイラー ○すべり台
　（幼児用）（木製）

○コタツ布団

○空気清浄機 ○アルミサッシ ○物干し竿 ○じゅうたん

○三輪車（子供用）○椅子（金属製）○リヤカー ○ソファー
　（スプリング無し）

○食器棚

○自転車の車輪 ○衣類乾燥機 　　　　　など ○タンス

○食器洗い機 ○エレクトーン ○畳 ○フスマ

○ステレオ ○オルガン ○釣り竿 ○プランター

○すべり台
　（幼児用）（金属製）

○カラオケ ○布団 ○よしず

○脚立（金属製） ○ベビーバス 　　　　　など

○チャイルドシート ○車椅子

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
粗
大
ご
み
が

収
集
回
数
は
年
２
回
か
ら
２
ヵ
月
１
回
に

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
有
明
広

域
行
政
事
務
組
合
の
新
清
掃
施
設

の
本
稼
動
に
伴
い
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

が
変
わ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
が
す
１

月
１
‐
15
日
合
併
号
よ
り
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
粗

大
ご
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
収
集
回
数
の
変
更
〕

　

現
在
は
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
は
年

２
回
（
８
月･

12
月
）
の
収
集
、
可

燃
性
粗
大
ご
み
は
直
接
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
は
不
燃
性
・
可
燃
性

共
に
２
ヵ
月
に
１
回
収
集
し
ま
す
。

〔
収
集
日
の
変
更
〕

　

３
月
に
配
布
す
る
「
く
ら
し
の

中
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
見
て
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
不
燃
性
粗
大
ご
み
と
可

燃
性
粗
大
ご
み
は
同
じ
収
集
日
に

な
り
ま
す
が
、
集
積
場
所
に
出
す

際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
有
料
化
に
な
り
ま
す
〕

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
シ
ー
ル
貼

付
制
に
よ
る
一
律
５
０
０
円
の
有

料
化
と
な
り
ま
す
。（
粗
大
ご
み
シ

ー
ル
の
販
売
店
に
つ
い
て
は
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　

排
出
す
る
粗
大
ご
み
1
つ
に
つ

き
、粗
大
ご
み
シ
ー
ル
（
５
０
０
円
）

を
１
枚
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、束
ね
ら
れ
る
も
の
（
木
の
枝
、

布
団
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
大
人

１
人
が
持
て
る
範
囲
で
１
枚
と
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
を
出
す
量
に
応

じ
て
、
処
理
に
か
か
る
経
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

公
平
性
を
確
保
し
、
ご
み
に
対
す

る
意
識
改
革
や
減
量
化
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課

　
（
内
線
１
３
１
、１
３
４
）

■出してはいけないもの
×稲刈り機 ×ピアノ

×ガラス製品 ×ガスボンベ

×事業系粗大ごみ ×コンクリート

×洗濯機 ×セメント

×土 ×タキロン

×ノートパソコン ×農業用ビニール

×冷蔵庫 ×ブロック

×岩 ×その他袋に入るもの

×瓦 　　　　　　など

×自動車

×タイヤ

×テレビ（ブラウン管式）

×パソコンモニター

×冷凍庫

×エアコン

×金庫（耐火金庫）

×スレート

×田植え機

×電気温水器

変
更
の
ポ
イ
ン
ト 一

律
５
０
０
円
の
有
料
化

一
律
５
０
０
円
の
有
料
化

■
問
い
合
せ

　

古
川
（

 

78 

０
４
３
３
）

　

毎
年
、
各
会
場
に
お
い
て
初

日
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
、
相
談

受
付
時
間
内
で
も
受
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
申
告
相

談
は
会
場
ご
と
に
３
〜
６
日
間

の
日
程
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
日
祝
日
等
の
受
付
及
び
相

談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
区
域
外
の
会
場
で
も
都

合
の
よ
い
日
程
で
申
告
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
役
場
で
の
申
告
相
談
は
資
料

の
関
係
上
、
受
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
と
申
告
会
場
が
変
更
と

な
っ
て
い
る
行
政
区
が
あ
り

ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
18
年
度
（
平
成
17
年
分
）

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
日
程

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
日
程

〔
相
談
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

■とき・ところ
と　き ところ 行政区

２月 15日㈬
～ 17日㈮

町民研修センター
（上　町）

出町、新町、西新町、
宮ノ町、松原、新山、
宝町、磯町、上町

２月 20日㈪
～ 24日㈮

ＪＡ玉名長洲総合
支所２階会議室
（清源寺）

平原、清源寺、上沖洲、
腹赤、腹赤新町

２月 27日㈪
～３月３日㈮

地域福祉センター
（向　野）

折地、赤崎、高田、鷲
巣、立野、古城、葛輪、
永方、赤田、宮崎、塩
屋、向野、向野北

３月６日㈪
～ 10日㈮、
　13日㈪ 長洲共同福祉施設

（役場そば）

中町、下本、今町、下
東、東荒神、西荒神、
大明神、建浜、駅通、
梅田

３月 14日㈫
～ 15日㈬ 予備日

■問い合せ　税務課　（内線 150 ～ 154）
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柳川雛祭り さげもんめぐり
　２月 11日㈯から、市内あちこちで色鮮やかな「さげも
ん」を見ることができます。４月３日㈪まで。
〔関連イベント〕
さげもん展示即売会
■と　き　４日、５日午前９時～
■ところ　柳川環境改善センター（下宮永町）
オープニングイベント～和服で歩く城下町柳川
■と　き　11日午前 10時～
■ところ　市観光情報センター（沖端町）
■問い合せ　市観光協会　（ 0944 ･ 73 ･ 2145）

風
ふうろうぐうたいさい

浪宮大祭

　「おふうろうさんまつり」で親しま

れている筑後三大まつりのひとつ。裸
はだか

ん行
ぎょう

（前夜祭）、稚児行列、流
や ぶ さ め

鏑馬、

風
ふうろうしょううんだいこ

浪勝運太鼓などが行われます。

■開催日　２月９日㈬～ 11日㈯
■問い合せ

　風
ふうろうぐうしゃむしょ

浪宮社務所（ 0944 ･ 87 ･ 2154）

平成 18 年１月 20 日現在
玉名公共職業安定所調べ

柳川市

　

名
石
浜
工
業
団
地
内
の
新
清
掃

施
設
建
設
工
事
は
、
平
成
18
年
４

月
の
稼
動
に
向
け
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
２
月
６

日
㈪
か
ら
ご
み
焼
却
施
設
の
試
運

転
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
日
か
ら
構
成
市
町
（
長
洲
町
、

旧
岱
明
町
、
三
加
和
町
、
南
関
町
、

菊
水
町
）
の
燃
え
る
ご
み
の
搬
入

が
始
ま
り
、
搬
入
経
路
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
企
業
・

事
業
所
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課
（
内

線
１
３
０
）、
有
明
広
域
行
政

事
務
組
合
清
掃
施
設
建
設
課

　
（

 
72 
５
８
８
５
）

２
月
６
日
か
ら
ご
み
収
集
車
に
よ
る
燃
え
る

２
月
６
日
か
ら
ご
み
収
集
車
に
よ
る
燃
え
る

ご
み
の
搬
入
が
始
ま
り
ま
す

ご
み
の
搬
入
が
始
ま
り
ま
す

①
毎
日
の
天
気
予
報
な
ど
で
花
粉

の
飛
散
量
が
多
い
日
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

・
晴
れ
て
暖
か
い
日
、
風
の
強
い

日
、
雨
の
日
の
翌
日
は
飛
散
量

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
要
注
意

で
す
。

・
１
日
の
う
ち
で
は
、
正
午
か
ら

午
後
３
時
ま
で
が
多
く
飛
散
し

ま
す
。

②
飛
散
量
が
多
い
日
は
外
出
を
な

る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
外
出
時
は
め
が
ね
（
ゴ
ー
グ
ル

型
が
効
果
的
）、
マ
ス
ク
、
つ

ば
の
広
い
帽
子
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
セ
ー
タ
ー
や
毛

織
物
は
避
け
、
木
綿
や
化
繊
な

ど
の
花
粉
の
つ
き
に
く
い
服
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
帰
宅
し
た
ら
玄
関
前
で
花
粉
を

払
い
、
服
を
着
替
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
直
ち
に
手
洗
い
、
う
が

い
、
洗
顔
、
鼻
を
か
む
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
飛
散
量
の
多
い
日
は
窓
を
閉
め

ま
し
ょ
う
。
掃
除
も
こ
ま
め
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
風
の
強
い
日
は
洗
濯
物
、
布
団

は
屋
外
に
干
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑦
ま
だ
花
粉
症
で
な
い
方
も
大
量

の
花
粉
に
出
会
う
と
、
体
が
花

粉
に
対
す
る
抗
体
を
産
生
し
、

何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
花
粉
症

を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

…
食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見
直
し

抵
抗
力
を
し
っ
か
り
高
め
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
…

　

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
毎
年
つ
ら
い
症
状

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
粉
対
策
を

し
っ
か
り
行
っ
て
、
少
し
で
も
快
適
に
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
対
策
は
、
花
粉
を
取
り
込
ま
な
い
工
夫
が
症
状
を
軽
く
す
る
コ
ツ
！

「
か
ぜ
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
…
」
と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

花
粉
症
と
か
ぜ
の
症
状
は
よ
く

に
て
い
ま
す
。
か
ぜ
は
１
〜
２
週

間
で
治
り
ま
す
が
、
花
粉
症
は
原

因
と
な
る
花
粉
が
飛
散
し
て
い
る

間
は
症
状
が
続
き
ま
す
。
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
、
く
し
ゃ
み
が
連
発
す

る
、
熱
は
な
い
が
体
が
だ
る
く
て

熱
っ
ぽ
い
、
涙
・
か
ゆ
み
な
ど
の

目
の
症
状
が
伴
う
場
合
は
花
粉
症

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
度
、
耳
鼻
咽
喉
科
や
眼
科
な

ど
の
専
門
医
へ
ご
相
談
さ
れ
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館
（

 

65 

７
５
１
５
）

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
〜
町
外
医
療
機
関
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受

け
た
65
歳
以
上
の
方
〜

　

昨
年
10
月
17
日
か
ら
今
年
１
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
町
外
医
療
機

関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
へ
の
費

用
一
部
補
助
申
請
を
２
月
28
日
㈫

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
接
種

さ
れ
て
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の

は
１
回
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保
健
介
護
課
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
診
票
、
予

防
接
種
済
報
告
書
、
印
鑑
、
振
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郵
便
局
以

外
の
金
融
機
関
の
口
座
が
分
か
る

も
の

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館

　
　
　
　
　
　
（
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７
５
１
５
）

歯
み
が
き
教
室
の
お
知
ら
せ

■
と　

き　

２
月
28
日
㈫
午
前
10

時
30
分
〜
午
前
11
時

■
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
館

■
対　

象　

子
育
て
中
の
お
か
あ

さ
ん
と
子
ど
も

■
内　

容

・
歯
み
が
き
の
基
本
を
確
認
し
よ

う
！
（
大
人
編
と
子
ど
も
の
仕

上
げ
み
が
き
編
）

・
み
が
き
残
し
確
認
の
染
め
出
し
を

し
て
み
よ
う
！

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館

　
　
　
　
　
　
（
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７
５
１
５
）

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

■
と　

き　

２
月
28
日
㈫
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
館

■
内　

容

・「
く
す
り
」
の
話
（
講
師　

薬
剤

師　

山
村
正
人
氏
）

・
健
康
長
寿
に
関
す
る
話

※
ど
な
た
で
も
、
ご
自
由
に
参
加

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ

　

保
健
介
護
課
（
内
線
１
４
１
）

32花
粉
症

花
粉
症

搬入経路図
国道208号国道208号

有明海

ごみ焼却施設

上沖洲

岱明町
名石浜工業団地

国道501号

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

長
洲
町
役
場

行
末
川

菜
切
川

長
洲
駅

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年齢 賃　金 受付番号 職　種 求人数 年齢 賃　金
43040 － 389161 船舶塗装工 ２人 不問 234,000 円 43040 － 301461 搬入工 ２人 18～ 22歳 180,000 ～ 220,000 円
43040 － 363061 溶接工、溶接工見習い ５人 18～ 35 歳 176,000 ～ 242,000 円 43040 － 293361 製缶工 ３人 不問 176,000 ～ 193,600 円
43040 － 357661 船舶用エンジンの運転及び管理業務（派遣） １人 不問 160,000 ～ 208,000 円 43040 － 263761 取付及び溶接工見習 ３人 18～ 23歳 138,000 ～ 161,000 円
43040 － 338161 事務 １人 不問 114,240 ～ 120,960 円 43040 － 258161 アルミサッシ加工・精密 １人 18～ 40 歳 141,746 円
43040 － 332261 船コク溶接、ガス切断、鉄工 ５人 18～ 40 歳 152,000 ～ 216,000 円 43040 － 231861 溶接・鉄工 １人 18～ 30 歳 144,000 ～ 200,000 円
43040 － 330361 溶接工 １人 不問 202,400 ～ 257,600 円 43040 － 216961 コンクリート製品の製造（請負） １人 18～ 35 歳 170,000 円
43040 － 329961 准看護師 １人 18～ 50 歳 177,000 ～ 185,000 円 43040 － 190461 空調工事作業員 ２人 18～ 30 歳 175,000 ～ 325,000 円
43040 － 322361 アルミサッシ加工 10人 18～ 50 歳 102,604 円 43040 － 186161 造船足場の組立・解体 ３人 18～ 35 歳 176,000 ～ 220,000 円
43040 － 317261 電気溶接・組立・配管 20人 不問 147,200 ～ 276,000 円 43040 － 127861 ミシン工 １人 18～ 60 歳 111,800 円
43040 － 300561 配車係 １人 不問 143,000 円 43040 － 124561 配達・営業 １人 不問 140,000 ～ 200,000 円

43040 － 40061 溶接工 ２人 18～ 50 歳 200,000 ～ 250,000 円
43040 － 37461 船舶製造（配管工） ２人 18～ 25 歳 165,600 ～ 230,000 円
43040 － 2461 船舶塗装 ２人 18～ 40 歳 200,000 ～ 400,000 円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番
号をお伝えください。このほかにも多数の求人があります
ので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９) へ問
い合せください。

※掲載内容は１月 20日現在ですので、すでに採用済みになっ
ている場合はご了承ください。

（平成 17年 12 月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

11．29 山田　彩
あやね

響 女 裕　也 向　野

12．３ 葉玉　羚
れいと

斗 男 友　樹 赤　田

12．４ 岡田　優
ゆうた

太 男 圭　一 腹赤新町

12．９ 池村　愛
あいみ

海 女 桂一郎 向野北

12．11 河本　　翼
つばさ

男 幸　喜 駅　通

12．18 美浪こころ 女 大　樹 向野北

12．21 市原　姫
ひめか

華 女 享　典 建　浜

12．23 野田　隼
はやと

斗 男 孝　博 高　田

大川市
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グラウンドゴルフ協会　会員募集
　親睦と融和を目的に健康づくりの一環として取り
組んでいます。
　皆さんも参加しませんか？
　多数の参加をお待ちしています。
◆対象者　18歳以上の男女
◆会　費　年 2,000 円
◆申込期限　２月 28日㈫まで
◆問い合せ・申込み　グラウンドゴルフ協会
　　　　　　会長　岡松　薄（  78 ５７７５）

２月の行事

高齢者ビーチボールバレー第58回定期大会高齢者ビーチボールバレー第58回定期大会

　高齢者ビーチボールバレー教室の会員による第 58回定期大会が 12
月 21日、総合スポーツセンター体育館で開催されました。抽選によ
りチームを編成し、日頃の練習の成果を発揮し、白熱した戦いが繰り
広げられました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
　優　勝　Ｂチーム（酒井・宮原・浜辺・深浦・谷森・村上）
　２　位　Ｃチーム
　３　位　Ａチーム

▲優勝したＢチームの皆さん

期　日 内　　容 場　　所

19日㈰
腹赤校区グラウンドゴルフ大会 総合スポーツセンター

六栄校区グラウンドゴルフ大会 六栄小学校運動場

県内外のアスリート295人が健脚を競う！

第30回長洲マラソン大会
　今年で第 30 回を迎える長洲マラソン大会が 1月８日、町総合スポ
ーツセンターグラウンド発着の周回コースで行われました。寒風の中、
県内外からエントリーした 295 人の選手が各部門で健脚を競いました。
　今年も町内のボランティア有志の皆さんの好意で参加者にぜんざい
の振る舞いがあり、大会に花を添えました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
　最優秀選手　　酒井　拓弥（九州学院高等学校）
　敢闘賞（男子）上田　聖人（腹栄中学校）
　敢闘賞（女子）本田　由紀（長洲中学校）

鳴
洲
一
月
号
句
集

（
順
不
同
）

四
代
を
繋つ

な

ぐ
縁
や
初
写
真

松
野
千
代
子

息
災
を
願
ひ
て
七
草
粥
を
炊
く

松
野
セ
ツ
代

新
妻
を
連
れ
て
子
が
来
る
年
始
か
な

大
石
伊
津
子

潮
の
香
を
纏ま

と

ひ
来
に
け
り
初
句
会

塩
山　

輝
士

恙
つ
つ
が

無
く
古
希
を
迎
へ
し
初
鏡

堤　

そ
の
子

初
雪
の
雲
仙
に
向
き
背
伸
び
す
る

山
下　

岩
太

初
日
の
出
イ
ラ
ク
派
遣
の
無
事
祈
る

西
尾
智
恵
子

屠と

そ蘇
祝
ふ
宮
に
馴
染
み
の
顔
ば
か
り

竹
下　

誠
子

普
賢
岳
の
雪
に
真
向
ひ
初
句
会

塩
山　

不
忘

初
電
話
娘
夫
婦
の
思
ひ
や
り

川
本　

竹
野

年
明
け
て
猶
緑
な
す
老
古
松

菊
本　

暁
美

初
御
空
雲
仙
岳
の
景
あ
ら
た

西
尾　

俊
子

立
て
直
す
書
棚
の
「
鳴
州
」
淑
気
満
つ

木
山　

一
代

一
人
居
の
耳
聡
く
な
り
霜
降
る
夜

廣
田
喜
美
子

俳
諧
の
絆
深
め
し
初
句
会

寺
田　

久
子

冬
波
の
寄
せ
来
る
句
碑
に
並
び
け
り

柴
田
せ
つ
子

帰
省
息
の
雑
煮
に
齢
を
重
ね
け
り

寺
田
冨
貴
子

大
吉
の
御
神
籤
結
ぶ
初
詣

緒
方　

繁
子

振
袖
の
た
も
と
揺
ら
し
て
屠
蘇
機
嫌

福
田　

彰
子

数
の
子
よ
切
な
る
願
い
出
生
率

宮
本　

治
人

名
山
に
負
け
ぬ
普
賢
の
初
景
色

田
頭　

澄
枝

丹
頂
鶴
探
す
レ
ン
ズ
の
コ
イ
ン
切
れ

池
原　

倫
子

山
茶
花
の
静
な
る
白
重
ね
け
り

羽
田
野
月
子

５人以上のスポーツ団体のみなさんへ　スポーツ安全保険に加入しましょう

　2006 年度のスポーツ安全保険が３月より加入受付け開始されます。子ども会や運動クラブなど５人以上の
団体であれば加入できます。万一のケガや賠償責任に備えましょう。
◆保険期間　平成 18年４月１日㈯～平成 19年３月 31日㈯（３月中に申込みの場合）
◆問い合せ　スポーツ安全協会熊本県支部（ 096・388・1581）

女子３km 中学５km 高校10km 一般10km 壮年５km

1位
城戸智恵子
（有明高）
10分 10 秒

武田　侑馬
（菊水中）
16分 05 秒 29

酒井　拓弥
（九州学院高）
31分 17 秒

古庄　誠
（玉名陸協）
32分 07 秒

倉掛　俊一
（筑前町）
16分 19 秒

２位
田中絵美里
（中央高）
10分 11秒

浦川　翔児
（菊水中）
16分 05 秒 78

松田　和也
（専大玉名高）
31分 24 秒

荒木　一孝
（玉東陸協）
32分 10 秒

靏　邦広
（三加和陸協）
16分 37 秒

３位
井上　智世
（岱明中）
10分 18 秒

中林　裕貴
（玉東中）
16分 09 秒

高木　将希
（鎮西高）
31分 25 秒

戸谷　圭佑
（荒尾市ゆうぐれ会）
32 分 26 秒

今村　千弘
（荒尾市ゆうぐれ会）
17 分 45 秒

▲一斉にスタートする選手（女子３kmの部）

クラシックバレエ始めてみませんか？

東麻美子バレエスタジオ

　まずは正しい姿勢で立つことから始まるクラシックバレエ…。
　女の子も男の子もどうぞ一度やってみてください！
◆日　時　毎週土曜日午前 11時 30 分～午後 0時 30 分
◆場　所　ながす未来館
◆対　象　３才から
◆その他　見学・体験レッスン可能です。
　　　　　大牟田本校・荒尾教室もあります。
◆問い合せ　自　宅（ 0944・51・3215）
　　　　　　スタジオ（ 0944・57・9555）

長洲町代表選手が大健闘！玉名郡駅伝大会
　１月 15 日、南関町・菊水町・三加和町（10 区間
43.1km）のコースで第 30 回玉名郡駅伝大会が開催され
ました。各町優勝を目指し、白熱したレースが繰り広げ
られ、長洲町代表選手も寒風の中、熱い走りで６位と大
健闘しました。
　なお、出場選手は次のとおりです。（敬称略）
　また、松枝璃歩選手は１月 29日㈰に開催される熊日郡
市対抗女子駅伝に、馬場竜治選手、酒井拓弥選手は２月
12日㈰に開催される郡市対抗熊日駅伝に玉名郡代表とし
て出場します。皆さんのご声援をよろしくお願いします。

◀
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
１
区
の
選
手

氏　名 行政区 氏　名 行政区

監　督 鈴木　康博 東荒神 ５　区 西辻　光徳 腹　赤

マネージャー 田中　誠一 永　方 ６　区 田中　誠一 永　方

１　区 田頭　　稔 古　城 ７　区 上原衣津美 古　城

２　区 酒井　拓弥 平　原 ８　区 馬場　竜治 清源寺

３　区 松枝　璃歩 大明神 ９　区 濱田　和彦 建　浜

４　区 上田　聖人 葛　輪 10　区 城戸　英二 宮　崎
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今
月
の
読
書
会
・
お
は
な
し
会

○
読
書
会

■
と　

き　

２
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

■
テ
ー
マ　
「
自
由
課
題
」

○
お
は
な
し
会 

■
と　

き　

２
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
図
書
館

　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

氷
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

八
木
沼　

純
子
‥
著

　

安
藤
美
姫
、
荒
川
静
香
、
村
主
章
枝
、
本
田

武
史
、
織
田
信
成
…
。
選
手
の
知
ら
れ
ざ
る
姿

に
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
・
八
木
沼
純

子
が
迫
る
。
コ
ー
チ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
こ

の
人
に
聞
く
」
や
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
桜

中
山　

恭
子
‥
著

　

キ
ル
ギ
ス
で
の
日
本
人
拉
致
事
件
で
、
人
質

救
出
に
命
が
け
で
取
り
組
ん
だ
館
員
達
と
の
64

日
間
を
は
じ
め
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
暮
し
や

経
済
、
日
本
と
の
交
流
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

桜
な
ど
、
元
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
が
３
年
間

ス
ッ
キ
リ
！上

大
岡　

ト
メ
‥
作

　

サ
イ
フ
を
整
理
す
る
、
優
先
順
位
を
ハ
ッ
キ

リ
さ
せ
る
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
な
ら
本
気
で
す

る
…
。
心
も
カ
ラ
ダ
も
生
活
も
、
ぜ
い
肉
を
は

ぎ
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
５
分
間
で
余
分
な
も

た
び
を

花
村　

萬
月
‥
著

　

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
を
駆
っ
て
日
本
一
周

を
つ
づ
け
る
浪
人
生
・
虹
児
。
旅
先
で

出
会
う
友
情
、憎
悪
、つ
か
の
間
の
恋
…
。

19
歳
の
ひ
と
夏
を
描
く
物
語
。

ま
め
う
し
の
ま
ん
ま
る
い
ふ
ゆ

あ
き
や
ま　

た
だ
し
‥
作
・
絵

　

ぼ
く
、
ま
め
う
し
。
豆
粒
く
ら
い
の
小
さ
い

子
牛
。
今
日
は
あ
り
す
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
ま

ん
丸
い
食
べ
も
の
を
さ
が
し
て
あ
げ
る
ん
だ
〜
。

「
こ
れ
、
ま
ん
ま
る
！
」「
そ
れ
、
だ
ん
ご
む
し

ピ
ー
ポ
ポ
・
パ
ト
ロ
ー
ル

柏
葉　

幸
子
‥
作　

西
川　

お
さ
む
‥
絵

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
っ
た
、
お
も

ち
ゃ
の
パ
ト
カ
ー
。「
ピ
ー
ポ
ポ
・
パ
ト
ロ

ー
ル
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
お
店

の
お
兄
さ
ん
に
ぴ
し
っ
と
敬
礼
さ
れ
て
、

ひ
と
し
も
思
わ
ず
「
は
い
っ
！
」
そ
の
日

の
夜
…
。

ながす未来館文化ホール　２月・３月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
携
帯
電
話
の
ご
利
用
に
つ
い
て
〕

　

図
書
館
内
で
の
携
帯
電
話
の
ご
利

用
は
、
利
用
者
の
方
の
ご
迷
惑
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

２月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

な
が
す
未
来
館
自
主
事
業
情
報■と　　き　２月26日㈰

　　　　　　〔開場〕午後２時30分／〔開演〕午後３時

■と こ ろ　ながす未来館文化ホール

■入 場 料　全席自由　親子券1,500円（前売のみ）／大人券1,200円／小人券600円

　　　　　　※入場料は３歳より有料となります。

■プレイガイド　ながす未来館、町内郵便局、荒尾総合文化センター

　　　　　　玉名市民会館、大牟田文化会館

■主　　催　長洲町、長洲町教育委員会、ながす未来館自主事業実行委員会

音楽劇  音楽劇  ちゅうたのくうそうちゅうたのくうそう
東京演劇アンサンブル　こども劇場

　この作品は、中央児童福祉審議会にて
平成10年度児童文化財特別推薦を受け
た素晴らしい作品で、こどもたちに空想
する楽しさを、そして大人たちに空想す
ることの大切さを考えさせてくれる作品
です。空想と即興で次々と展開していく
おかしな！おかしな？音楽劇、ぜひご来
場ください。

月／日（曜） 催  し  物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

２／５㈰ 長洲幼稚園　音楽ゆうぎ会
長洲幼稚園

（  78 ４６８０）
９：00/９：30～ 12：30 無　　料

２／23㈭ サスケ　コンサート
㈱キョードー西日本
（  092・714・0159）

18：30/19：00～
全席指定
3,800 円

２／24 ㈮ 福祉講演会
社会福祉協議会
（  78 １４４０）

13：00/13：30～ 無　　料

２／26㈰
ながす未来館自主事業
音楽劇「ちゅうたのくうそう」

ながす未来館自主事業情報をご参照ください。

３／５㈰ 星の子学園学習発表会
星の子学園

（  57 １９５５）
９：30/10：00～ 13：00 無　　料

３／21㈫ ピアノ発表会
堀　優子さん

（  68 ４５４０）
13：00/13：30～ 16：00 無　　料

３／26㈰ ピアノ発表会 前田美和さん 未　　定 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。
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　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
そして太りやすくなります。

　じゃが芋の栄養。じゃが芋はカリウムを多く含んでい
てナトリウムを体外に排泄する作用があり、塩分の摂り
すぎによる高血圧などに効果があります。他にもビタミ
ンＢ１やビタミンＣ、食物繊維などを含み、１年中食べ
られるビタミン源でもあります。特にじゃが芋のビタミ
ンＣは主成分でもあるデンプンに守られているので加熱
による損失が少なく、効率よく摂取できます。でも、食
べ過ぎないようにしましょう。

〔作り方〕
①じゃが芋は皮をむいて６つ割りくらいにし、塩 ひとつま
みを入れた熱湯でやわらかくなるまでゆでる。余分な水
分をとばし、粉ふき芋にする。

②にんじんは短冊に切り色よくゆで、ざるにさましておく。
③①②を、マヨネーズに粒マスタードを混ぜて和え、塩、
こしょうで味を整える。

④器に盛り、刻みパセリを散らす。
⑤温かいうちに召し上がれ!!

〔材料（4人分）〕
じゃがいも　　　　 400g
にんじん　　　　　 100g
パセリ(又は小ねぎ)    20g
粒マスタード　 大さじ２
マヨネーズ　　 大さじ３
塩　　　　　　小さじ1/2
こしょう　　　　　 少々

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　161kcal
塩分　1.0ｇ
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長洲町食生活改善推進員協議会

橋本　心華ちゃん
ここは

パパ　誠さん　
ママ　梨紗さん

徳永　柚和ちゃん
〈下　東〉

〈宮ノ町〉

ゆうあ

パパ　清隆さん　
ママ　ゆり子さん

　とにかくずっと動き回っている活発な男の子です。表
情が豊かでとっても楽しそうに笑ってくれます。これか
らもかわいい笑顔で元気にすくすく育って欲しいですね！

　２歳になるお姉ちゃんとは、ケンカもあるけど仲良しこ
よしの姉妹です。明るく、笑顔で元気いっぱいに育ってネ！

齋藤　瑞季さん 六栄小　６年〈赤　田〉

　最近は友達同士で文通をするのが好きです。将
来は薬剤師か白バイ隊員になりたいです。

みずき


